




第5節 先 行 調 査

1調 査 目 的

近 年 食 品 の 安 全 性 に つ い て 社 会 問 題 と な っ て い る も の 、 ま た は 、 新 規 開 発 食

品 で 安 全 性 が 不 明 確 な も の に つ い て 、 先 行 し て 実 態 調 査 等 を 実 施 し、 こ れ ら の

安 全 確 認 や 安 全 基 準 設 定 の 資 料 と す る た め 、 事 業 化 し実 施 して い る 。

2謂 査 事 項

平 成10年 度 は 、 次 の14テ ー マ に つ い て 実 施 した 。

(1)輸 入 発 酵 調 味 料 の 衛 生 学 的 実 態 調 査

(2)輸 入 農 産 物 加 工 品 に 残 留 す る 殺 虫 剤 等 の 衛 生 学 的 実 態 調 査

(3)東 京 湾 産 魚 介 類 に お け る 農 薬 等 の 汚 染 実 態

(4)調 味 料 及 び 香 辛 料 の ボ ツ リ ヌ ス 菌 汚 染 実 態 調 査

(5)魚 介 類 に お け る ウ イ ル ス 汚 染 実 態 調 査

(6)化 学 的 合 成 品 以 外 の 添 加 物 に お け る 有 害 物 質 の 含 有 実 態 調 査

(着 色 料 、 酸 化 防 止 剤 及 び 増 粘 安 定 剤 中 の 有 害 物 質 調 査)

(7)ポ リカ ー ボ ネ ー トを 主 成 分 と す る合 成 樹 脂 製 器 具 及 び 容 器 包 装 の 衛 生 学

的 実 態 調 査

(8)鶏 卵 中 のS.Enteritidisに 対 す る 抗 体 保 有 状 況 及 び 汚 染 実態 調 査

(9)輸 入 食 品 に お け る 寄 生 虫 類 実 態 調 査

(10)バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー を 応 用 し た 食 品 の 衛 生 学 的 調 査

(11)Vero毒 素 産 生 性 大 腸 菌 の 汚 染 実 態 調 査

(12)食 品 中 の 微 量 有 害 化 学 物 質 に 関 す る調 査

(13)国 内 産 野 菜 ・果 実 の 残 留 農 薬 実 態 調 査

(14)畜 水 産 加 工 食 品 に お け る抗 菌 性 物 質 の 残 留 実 態 調 査

3実 施 期 間

平 成10年4月 か ら平 成11年3月 ま で

4実 施 内 容 及 び 結 果

(1)輸 入 発 酵 調 味 料 の 衛 生 学 的 実 態 調 査

ア 調 査 目 的

「魚 醤 」 と 言 わ れ る 魚 介 類 を 原 料 と し て 発 酵 に よ り独 特 の 風 味 を 与 え

た 調 味 料 で は 、 発 酵 過 程 に お い て 、 食 品 添 加 物 に 指 定 さ れ て い る プ ロ ピ

オ ン 酸 が 生 成 さ れ る こ と が あ る 。 し か し な が ら 、 バ ッ ク グ ラ ウ ン ド値 等

の デ ー タ が 不 足 して い る た め 、 天 然 由 来 か 添 加 し た も の か 判 断 に 苦 慮 す

る 。 そ こ で 、本 年 度 は 細 菌 学 的 検 索 も 加 え て 衛 生 学 的 な 実 態 調 査 を 行 い 、

行 政 判 断 と 安 全 性 評 価 の た め の 材 料 と す る 。
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イ 調 査 方 法

(ア)調 査 期 間 平 成9年4月 ～ 平 成11年3月

(イ)対 象 品 目 輸 入 及 び 日 本 産 発 酵 調 味 料60品 目(う ち 、 細 菌 検 査36品

目)

内 訳:イ タ リ ア2(1)タ イ29(18)韓 国5(2)中 国2(1)日 本15(11)

フ ィ リ ピ ン2(1)ベ トナ ム5(2)

(ウ)対 象 品 目 の 収 集 方 法 都 内 の デ パ ー ト、食 料 品 販 売 店 等 で 買 い 上 げ た 。

(エ)検 査 機 関 衛 生 研 究 所 食 品 研 究 科 食 品 化 学 第4研 究 室 及 び 細 菌 第1研

究 科 食 品 細 菌 研 究 室

ウ 調 査 結 果

(ア)pH、 塩 分 、 エ タ ノ ー ル 、 メ タ ノ ー ル 及 びVBN

pH、 塩 分 、VBN、 エ タ ノ ー ル 及 び メ タ ノ ー ル の 検 査 成 績 を 、 表-1

に 示 し た 。

pH及 び 塩 分 は 、 原 産 国 に よ る 大 き な 差 は な か っ た 。 ま た 、 エ タ ノ

ー ル は 日 本 産 の3品 目 か ら の み 検 出 し 、 メ タ ノ ー ル は 検 出 さ れ な か っ

た 。VBNは 、 タ イ 、 中 国 及 び ベ トナ ム 産 の もの が 高 か っ た 。

(イ)保 存 料

保 存 料 の 検 査 成 績 を 、 表-2に 示 し た 。

安 息 香 酸 が25品 目 か ら0.001～0.006g/kg、 プ ロ ピ オ ン 酸 が ほ ぼ 全 品

目 か ら0.02～0.84g/kg検 出 さ れ た 。 そ の 他 の 保 存 料 は 、 検 出 さ れ な か

っ た 。

(ウ)甘 味 料 及 び 着 色 料

甘 味 料 及 び 着 色 料 の 検 査 成 績 を 、 表-3に 示 し た 。

甘 味 料 で は 、 サ ッ カ リ ン が 韓 国 産 エ ビエ キ ス1品 目 、 ベ トナ ム 産 ヌ ク

ナ ム3品 目 か ら検 出 さ れ た 。 そ の 他 の 保 存 料 は 、 検 出 さ れ な か っ た 。

(エ)不 揮 発 性 腐 敗 ア ミ ン

不 揮 発 性 腐 敗 ア ミ ン の 検 査 成 績 を 、 表-4に 示 し た 。

(オ)ヒ 素 及 び 重 金 属

ヒ素 及 び 重 金 属 の 検 査 成 績 を 、 表-5に 示 し た 。

鉛 は タ イ 産1品 目、 日 本 産3品 目 か ら検 出 さ れ た 。 カ ド ミ ウ ム は 日 本

産6品 目 か ら の み 検 出 さ れ た 。

(カ)細 菌 検 査

一 般 細 菌 は14品 目か ら10～34×10 2個(1g当 た り) 、 ク ロ ス ト リ ジ ウ ム

属 菌 は16品 目 か ら2～32×10 2個 検 出 さ れ た 。 大 腸 菌 群 、 大 腸 菌 及 び 黄

色 ブ ドウ 球 菌 は 、 す べ て 陰 性 で あ っ た 。

(キ)分 離 菌 の プ ロ ピ オ ン 酸 産 生 能 の 検 討

今 回 調 査 した21株 の う ち 、 嫌 気 性 菌15株 に つ い て 、培 養 液 中 に48～210

mg/1の プ ロ ピ オ ン 酸 が 検 出 さ れ た 。 こ れ ら は 、 タ イ 産 の ナ ン プ ラ ー
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4品 目 、 フ ィ リ ピ ン 産 の パ テ ィ ス1品 目及 び ベ トナ ム 産 の ヌ ク ナ ム1

品 目 か ら 分 離 さ れ た 菌 株 で あ っ た 。

エ 考 察

(ア)pH、 塩 分 、 エ タ ノ ー ル 、 メ タ ノ ー ル 及 びVBN

pHは す べ て 弱 酸 性 を 示 して お り、 熟 成 途 中 で 産 生 す る 有 機 酸 の 影 響

と 思 わ れ る が 、pH5.5以 上 で は 腐 敗 しや す い と の 報 告1)も あ り、pH

の 高 い も の に つ い て は 冷 蔵 保 存 の 必 要 が あ る と 思 わ れ る 。 特 に 塩 分 の

低 い 日 本 産 の4品 目 に は 、「開 封 後 は 冷 蔵 庫 に 保 存 して く だ さ い 」 と い

う 表 示 が あ っ た 。

(イ)保 存 料

安 息 香 酸 及 び プ ロ ピ オ ン 酸 が 検 出 さ れ て い る が 、 保 存 料 の 表 示 が あ る

検 体 は 無 か っ た 。 輸 入 業 者 を 通 じ て 原 産 国 に 、 製 造 方 法 、 添 加 物 の 使

用 の 有 無 等 を 問 い 合 わ せ た と こ ろ 、 安 息 香 酸 、 プ ロ ピ オ ン 酸 は 添 加 し

て い な い 、 塩 分 濃 度 が 高 く保 存 料 の 使 用 の 必 要 が 無 い 、 と い う 回 答 が

得 ら れ た 。 一 般 に 安 息 香 酸 は 食 品 中 に わ ず か に 含 ま れ て い る と の 報 告

も あ る こ と か ら、 こ れ ら は 天 然 由 来 で あ る と 思 わ れ る 。

(ウ)甘 味 料 及 び 着 色 料

甘 味 料 で は 、 サ ッ カ リ ン が 韓 国 産1品 目 、 ベ トナ ム 産3品 目 か ら検 出

さ れ て い る 。 ベ トナ ム 産 の ロ ッ トの 異 な る1製 品 は 昨 年 度 表 示 違 反 の

疑 い で 調 査 し て お り、 本 年 度 は サ ッ カ リ ン使 用 の 表 示 が あ っ た 。 し か

し 、 原 産 国 で は サ ッ カ リ ン を 使 用 して い な い と い う 回 答 が 有 り、 味 の

調 整 の 目 的 で 少 量 添 加 さ れ て い る か 、 サ ッカ リ ン を 使 用 し た 調 味 料 と

の 混 合 に よ る キ ャ リー ・オ ー バ ー の 可 能 性 が 考 え られ る。

(エ)不 揮 発 性 腐 敗 ア ミ ン

今 回 の 調 査 で は 、 原 産 国 、 使 用 原 料 に 関 わ ら ず 、 す べ て の 製 品 か ら 複

数 の 不 揮 発 性 腐 敗 ア ミ ン 類 が 検 出 さ れ て お り、 魚 醤 の 熟 成 過 程 に お い

て 微 生 物 が 関 与 して い る こ と が 示 唆 さ れ た 。

ア ミ ン 類 の う ち ヒ ス タ ミ ン、 チ ラ ミ ン等 を 多 く含 有 す る食 品 に よ り ア

レ ル ギ ー 様 食 中 毒 、 高 血 圧 、 偏 頭 痛 等 の 症 状 を 引 き 起 こ す 事 が 知 ら れ

て い る 。 特 に 、 抗 鬱 剤 で あ る モ ノ ア ミ ン オ キ シ ダ ー ゼ 阻 害 薬 服 用 時 に

チ ラ ミ ン を 多 く含 む 食 品 を摂 っ た 事 に よ り、 重 篤 な 症 状 に 陥 っ た例 も

報 告 さ れ て い る2)。 今 回 調 査 し た う ち 、 チ ラ ミ ン を 多 く含 む 製 品 で は

症 状 発 現 量 に 達 す る 可 能 性 も あ り、 注 意 を 喚 起 す る 必 要 が あ る の で は

な い か 。

(オ)ヒ 素 及 び 重 金 属

ヒ 素 、 鉛 、 銅 、 亜 鉛 、 マ ン ガ ン 、 鉄 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 カ ル シ ウ ム に つ

い て は 、 す べ て 原 料 魚 由 来 の も の と 思 わ れ 、 健 康 に 影 響 を 及 ぼ す も の

で は 無 い と 考 え られ る 。 カ ド ミ ウ ム は 、 日 本 産 の も の6品 目 か ら検 出
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さ れ た 。こ の う ち4品 目 は イ カ の 内 臓 を 原 料 と した 「い か い し り」で あ っ

た 。ス ル メ イ カ に は 、筋 肉 で0.14～0.63μg/g、 肝 臓 で15.4～94.0μg/g

の カ ド ミ ウ ム を 含 む3)と い う デ ー タ も 有 り 、 原 料 の イ カ 由 来 で あ る と

考 え られ る。

(カ)細 菌 検 査

今 回 調 査 した 検 体 は 、製 造 工 程 で 除 菌 や 殺 菌 の 工 程 が あ る も の も あ り、

こ の 菌 数 の 成 績 が 熟 成 過 程 で の 細 菌 の 存 在 を 直 接 反 映 す る も の で は な

い 。 ま た 、 プ ロ ピ オ ン 酸 含 有 量 と の 関 連 も 認 め ら れ な い 。 一 般 に 魚 醤

は 塩 分 濃 度 が 高 く 、 そ の 熟 成 に お い て 微 生 物 の 役 割 は 少 な く、 自 己 消

化 酵 素 に よ る と こ ろ が 大 き い と 考 え ら れ て い る4)。 今 回 、 一 般 細 菌 、

ク ロ ス ト リ ジ ウ ム 属 菌 、 好 塩 性 菌 が 分 離 さ れ た が 、 こ れ らの 菌 が 熟 成

に 深 く関 わ っ て い る か 否 か の 判 断 は 難 し い と 思 わ れ る 。 しか し、 食 塩

を 加 え た 分 離 培 地 で 多 数 の 菌 が 分 離 さ れ た こ と か ら、 魚 醤 の 検 査 で は

分 離 方 法 を 考 慮 す る 必 要 が あ る と 思 わ れ る 。

(キ)分 離 菌 の プ ロ ピ オ ン酸 産 生 能 の 検 討 に つ い て

魚 醤 か ら分 離 さ れ た菌 株 の 中 に プ ロ ピ オ ン酸 産 生 能 の あ る 菌 が 存 在 し

た こ と か ら、 魚 醤 の プ ロ ピ オ ン 酸 が 、 こ れ ら の 細 菌 に よ っ て 産 生 さ れ

た 天 然 由来 の も の で あ る 可 能 性 が 明 ら か に な っ た 。 し か し 、 今 回 行 っ

た 検 査 法 で は 、 製 品 中 の プ ロ ピ オ ン酸 量 と 分 離 菌 の プ ロ ピ オ ン酸 産 生

能 と の 関 わ り を 、 直 接 意 味 付 け る事 は 困 難 で あ っ た 。 ま た 、 製 造 途 中

で の 二 次 汚 染 の 可 能 性 も あ り 、 分 離 さ れ た 菌 が 製 品 中 の プ ロ ピ オ ン 酸

を 産 生 した 菌 で あ る か ど う か を 、 科 学 的 に 証 明 す る 事 は で き な か っ た 。

しか し、 原 産 国 の 製 造 方 法 の 調 査 で は プ ロ ピ オ ン 酸 は 添 加 さ れ て お ら

ず 、 違 反 か 否 か を 判 断 す る に 当 た っ て 天 然 由 来 と 考 え て 差 し支 え な い

と 思 わ れ る 。プ ロ ピ オ ン酸 は 保 存 料 と し て 、日 本 や 韓 国 で は チ ー ズ に3.0

g/kg、 パ ン ・洋 菓 子 に2.5g/kg、 中 国 で は 醤 油 や ケ チ ャ ッ プ ・マ ヨ ネ

ー ズ 等 に も2 .5g/kgの 使 用 が 認 め られ て い る5)。 ま た 、 ナ チ ュ ラ ル チ

ー ズ に は 天 然 由 来 で0.1～17.6g/kgの プ ロ ピ オ ン酸 が 含 ま れ る と の 報

告 が あ る6)。 今 回 の 検 出 値0.02～0.84g/kgは 、チ ー ズ に 比 べ て も 低 く 、

使 用 基 準 の 半 分 以 下 で あ っ た 。

(ク)魚 醤 の 製 造 方 法 に つ い て7)

東 南 ア ジ ア の 魚 醤 、 日 本 産 の し ょっ つ る 及 び 新 しい 魚 醤 の 製 造 方 法 に

つ い て 調 査 し た 。 東 南 ア ジ ア で は 、 い わ し等 の 新 鮮 な 小 魚 に25～30%

の 塩 を 加 え 、10～12カ 月 熟 成 さ せ る 。 熟 成 温 度 は35～38℃ と高 温 で あ

る 。 日 本 で は 、や は り新 鮮 な 小 魚 に25～30%の 塩 を 加 え て 作 ら れ る 。 熟

成 温 度 は20℃ 程 度 で あ る 。 新 し い 製 法 で は 、 特 徴 的 な 異 臭 や エ グ 味 を

抑 え る た め 、 た ん 白 質 分 解 酵 素 や 酵 素 を 産 生 す る 特 定 の 微 生 物 を 直 接

接 種 す る 方 法 が 採 られ て い る 。 魚 介 類 の 加 工 残 滓 を 用 い 、30℃ 程 度 に 保
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持 す る こ と で 、1～2カ 月 で 熟 成 を 終 え 、 熟 成 後 品 質 の 調 整 を 行 い 、

膜 処 理 して 除 菌 す る 。

オ お わ り に

今 回 の 調 査 で は 、 魚 醤 油 か ら プ ロ ピ オ ン 酸 産 生 菌 が 分 離 さ れ た 。ま た 、

原 産 国 で の 製 造 方 法 の 調 査 で も 、 プ ロ ピ オ ン 酸 は 添 加 さ れ て い な い と い

う 回 答 が 得 ら れ た 。 こ れ ら の 事 か ら 、 今 回 の 検 出 値0.02～0.84g/kg程 度

の 値 で あ れ ば 、 行 政 判 断 と し て 天 然 由 来 と 考 え て も 差 し 支 え な い と 思 わ

れ る 。 今 後 、 魚 醤 等 の 発 酵 調 味 料 を 検 査 す る に 当 た っ て は 、 バ ッ ク グ ラ

ウ ン ド値 と し て 判 断 の 一 材 料 と し て 行 き た い 。 し か し、 プ ロ ピ オ ン 酸 の

含 有 量 が 極 端 に 多 い 場 合 な ど は 、 添 加 の 有 無 等 を 調 査 す る 必 要 が あ る だ

ろ う 。
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(2)輸 入 農 産 物 加 工 食 品 に 残 留 す る殺 虫 剤 等 の 衛 生 学 的 実 態 調 査

ア 調 査 目的

平 成10年 に お け る 我 が 国 の 食 糧 自 給 率 は 、 カ ロ リー ベ ー ス で41%に ま

で 低 下 し 、輸 入 食 品 が 日 本 人 の 食 生 活 に 欠 く こ と の で き な い も と な っ て い

る 。

し か し 、 輸 入 食 品 の 安 全 性 に つ い て は 、 農 薬 の 残 留 や 食 品 添 加 物 の 使

用 な ど 消 費 者 の 不 安 が 高 ま っ て い る 。 特 に 、 輸 入 農 産 物 加 工 食 品 の 残 留

農 薬 に つ い て は 、 食 品 衛 生 法 で い わ ゆ る 食 品 残 留 農 薬 基 準 が 設 定 さ れ て

い な い も の が 多 く、 農 薬 残 留 実 態 も 明 ら か に な っ て い な い 。

そ こ で 、 検 査 成 績 の 評 価 と 営 業 者 へ の 衛 生 指 導 、 都 民 へ の 普 及 啓 発 の

一 助 と す る た め
、 輸 入 農 産 物 加 工 食 品 に つ い て 殺 虫 剤 な ど の 残 留 実 態 調

査 を 実 施 した の で そ の 概 要 を報 告 す る 。

イ 調 査 方 法

(ア)調 査 期 間 平 成6年4月 ～ 平 成11年3月

(イ)対 象 品 目及 び 収 集 方 法

過 去 に 農 薬 検 出 実 績 の あ っ た 農 産 物 加 工 食 品 を 含 め 、 輸 入 食 品 販 売 店

に お い て 購 入 、 ま た は 食 品 の 輸 入 業 ・倉 庫 業 及 び 流 通 拠 点 に お い て 収

去 し た 輸 入 農 産 物 加 工 食 品730品 目(穀 類 加 工 食 品282品 目 、 果 実 加 工

食 品231品 目、 野 菜 加 工 食 品217品 目)を 対 象 と し た 。
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(ウ)調 査 内 容

殺 虫 剤(エ チ オ ン 、 ク ロ ル ピ リホ ス メ チ ル 、 ピ リ ミ ホ ス メ チ ル 、 フ

ェ ニ トロ チ オ ン)、 除 草 剤(ク ロ ル プ ロ フ ァ ム)、 殺 菌 剤(オ ル トフ ェ

ニ ル フ ェ ノ ー ル 、ジ フ ェ ニ ル 、 チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル 、 カ ル ベ ン ダ ゾ ー ル 、

イ マ ザ リ ル)の10農 薬 。 対 象 食 品 の 原 材 料 や 原 産 国 な ど を 勘 案 し て 設

定 し、 調 査 総 数 は4,254検 体 で あ っ た 。

(エ)検 査 機 関

衛 生 研 究 所 生 活 科 学 部 食 品 研 究 科 農 薬 分 析 研 究 室

ウ 検 査 結 果

調 査 を 行 っ た 輸 入 農 産 物 加 工 食 品 の う ち 、 対 象 農 薬 を 検 出 し た 品 目 数

とそ の 内 訳 を 表-1に 、 一 覧 を 表-2～4に 示 し た 。

調 査 し た4,254検 体 の う ち 、65検 体(1.5%)か ら 農 薬 を 検 出 し た 。 農

薬 別 に み て み る と フ ェ ニ トロ チ オ ン700検 体 の う ち 検 出 し た も の は6検 体

(検 出 率0.9%)、 ピ リ ミ ホ ス メ チ ル725検 体 で は18検 体(検 出 率2.5%)、

ク ロ ル ピ リ ホ ス メ チ ル727検 体 で は15検 体(検 出 率2.1%)、 ク ロ ル プ ロ フ

ァ ム103検 体 で は17検 体(検 出 率16.5%)、 チ ア ベ ンダ ゾ ー ル339検 体 で

は8検 体(検 出 率2.4%)、 イ マ ザ リ ル298検 体 で は1検 体(検 出 率0.3%)

で あ っ た 。 ま た 、 品 目 別 で は 輸 入 農 産 物 加 工 食 品730品 目 の う ち 、55品 目

(検 出 率7.5%)か ら 農 薬 を検 出 し た 。 各 加 工 食 品 別 に み て み る と 、穀 類 加 工

食 品282品 目 の う ち 、 農 薬 を 検 出 し た も の は29品 目(検 出 率10.3%)、 果 実

加 工 食 品231品 目 で は10品 目(検 出 率4.3%)、 野 菜 加 工 食 品217品 目 で は16

品 目(検 出 率7.4%)で あ っ た 。 な お 、エ チ オ ン 、オ ル トフ ェ ニ ル フ ェ ノ ー

ル 、ジ フ ェ ニ ル 、カ ル ベ ン ダ ゾ ー ル の4農 薬 は 検 出 しな か っ た 。 各 農 薬 の

検 出 範 囲 は 、 ク ロ ル ピ リホ ス メ チ ル 平 均 値0.08ppm(最 大 値0.42ppm、 最 小

値0.01ppm)、 ピ リ ミホ ス メ チ ル で 平 均 値0.04ppm(最 大 値0.14ppm、 最 小 値

0.01ppm)、 フ ェ ニ ト ロ チ オ ン で 平 均 値0.05ppm(最 大 値0.14ppm、 最 小 値0.01

ppm)、 ク ロ ル プ ロ フ ァ ム で 平 均 値0.23ppm(最 大 値1ppm、 最 小 値0.01ppm)、 チ

ア ベ ン ダ ゾ ー ル で 平 均 値0.06ppm(最 大 値0.2ppm、 最 小 値0.02ppm)あ っ た 。

イ マ ザ リル は1品 目 の み か ら0.11ppm検 出 し た 。

エ 考 察

(ア)検 出 結 果

農 産 物 加 工 食 品 に つ い て4,254検 体 を 調 査 し、1.5%に あ た る65検 体 か

ら農 薬 を検 出 し た 。 こ の 値 は 厚 生 省 が ま と め た 平 成8年 度 の 食 品 残 留 農

薬 の 集 計 結 果 に お け る 、 輸 入 農 産 物 の 検 出 率0.92%(検 査 数203,520、 検

出 数1,866)と 比 べ て 高 い も の と な っ た 。 こ れ は 、 過 去 に 検 出 実 績 の あ っ

た 農 産 物 加 工 食 品 、 ま た は 検 出 す る可 能 性 の 高 い もの を 調 査 対 象 食 品 に

含 め た た め だ と 考 え られ る 。

ま た 、 平 成7年 の 国 民 栄 養 調 査 成 績 の 一 日 平 均 摂 取 量 か ら実 際 の 農 薬
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摂 取 量 を 算 出 し 、ADIと 比 較 し て み て も 、 対ADI比 で 最 も 高 い マ ッ

シ ュ ポ テ トで0.306%で あ り 、 残 留 量 は 健 康 上 直 ち に 問 題 と な る 値 で は

な か っ た 。(表-5)

(イ)穀 類 加 工 食 品

穀 類 加 工 食 品 か ら 検 出 し た フ ェ ニ トロ チ オ ン 、ク ロ ル ピ リホ ス メ チ ル 、

ピ リ ミ ホ ス メ チ ル の3農 薬 は 、 ア メ リ カ 、 ヨ ー ロ ッパ 、 オ ー ス ト ラ リ ア

な ど に お い て 貯 蔵 穀 類 用 の 農 薬 と して 使 用 が 認 め られ て い る こ と か ら加

工 食 品 に ま で 残 留 し た と考 え ら れ る 。 ま た 、 殺 虫 剤 を 検 出 し た 穀 類 加 工

食 品 の 多 くが シ リ ア ル 食 品 で あ っ た理 由 と して 、 穀 類 を 全 粒 の ま ま 主 原

料 と し て 使 用 し て い る こ と が 挙 げ られ る 。

昭 和59年 度 か ら63年 度 の 永 山 ら の 調 査 に よ る と 、 オ ー ス トラ リ ア 産 小

麦 の 多 くか ら フ ェ ニ ト ロ チ オ ン を検 出 す る傾 向 が 見 ら れ る と の 報 告 が さ

れ て い る 。 ま た 、 本 調 査 に お け る オ ー ス トラ リ ア 産 穀 類 加 工 食 品 の 年 度

別 検 出 状 況 を 比 較 して み る と 平 成6年 度 か ら8年 度 で は ク ロ ル ピ リ ホ ス

メ チ ル と フ ェ ニ トロ チ オ ン を 検 出 して い た が 、 平 成9年 度 か ら は ピ リ ミ

ホ ス メ チ ル も 検 出 す る よ う に な っ た 。さ ら に 平 成10年 度 に は 、 こ れ ら3

農 薬 を 同 時 に 検 出 す る よ う な 製 品 も あ っ た 。 こ れ らの こ と か ら 、 現 在 オ

ー ス トラ リ ア で は 穀 類 に 複 数 の 農 薬 を 使 用 し て い る こ と が 考 え ら れ る
。

(ウ)野 菜 加 工 食 品

野 菜 加 工 食 品 か ら 検 出 し た 農 薬 は 、す べ て ク ロ ル プ ロ フ ァ ム で あ っ た 。

ま た 農 薬 を 検 出 し た 野 菜 加 工 食 品 は 、 す べ て じ ゃ が い も加 工 食 品 で あ っ

た 。 ク ロ ル プ ロ フ ァ ム は 、 我 が 国 に お い て は 除 草 剤 と し て 使 用 さ れ て い

る が 、 ア メ リ カ 、 カ ナ ダ 、 ド イ ツ な ど で は 食 品 用 貯 蔵 じ ゃ が い も の 発 芽

抑 制 に 使 用 さ れ て い る 。 ク ロ ル プ ロ フ ァ ム を 検 出 し た じ ゃ が い も 加 工 食

品 の 生 産 国 も 広 い 地 域 に 及 ん で お り、 本 農 薬 が 外 国 に お い て 広 く使 用 さ

れ て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。

(エ)果 実 加 工 食 品

ア メ リ カ 産 の 果 実 加 工 食 品 か ら チ ア ベ ン ダ ゾ ール を 検 出 し た 理 由 と し

て 、ア メ リ カ に お け る チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル の 使 用 頻 度 の 高 さ と 化 学 的 性 質

が 考 え ら れ る 。当 所 に お け る 平 成8年 度 か ら 平 成10年 度 の ア メ リカ 産 生

鮮 柑 橘 類 の 検 査 結 果 で は チ ア ベ ン ダ ゾ ール が 最 も 検 出 率 が 高 く(75.9%)、

次 い で イ マ ザ リル(63.9%)で あ っ た 。

さ ら に 、 チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル は 融 点(304-305℃)が オ ル ト フ ェ ニ ル フ

ェ ノ ー ル(57℃)、 ジ フ ェ ニ ル(70.5℃)、 イ マ ザ リル(52-56℃)に 比 べ

て 高 く、 熱 に 安 定 で あ る と 言 え る 。 こ れ ら の こ とか ら、 チ ア ベ ン ダ ゾ ー

ル が 製 品 に ま で 残 留 した と 考 え ら れ る 。
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オ ま と め

輸 入 農 産 物 加 工 食 品730品 目 に つ い て 、 殺 虫 剤 等4,254検 体 の 残 留 実 態

を 調 査 し た 。 そ の 結 果 、55品 目 か ら65検 体(1.5%)の 農 薬 を 検 出 し た 。各 農

薬 の 検 出 値 は 、 そ れ ぞ れ の 加 工 食 品 の 原 材 料 に つ い て 設 け ら れ て い る 、食

品 衛 生 法 の 残 留 農 薬 基 準 値 あ る い は 、 国 際 残 留 農 薬 基 準 値 を 下 回 っ た 。

ま た 、 平 成7年 の 国 民 栄 養 調 査 成 績 の 一 日 平 均 摂 取 量 か ら 実 際 の 農 薬

摂 取 量 を 算 出 し、ADIと 比 較 し て み て も 、 そ の 残 留 量 は 健 康 上 直 ち に

問 題 と な る値 で は な か っ た 。

今 後 は 、 本 調 査 の 結 果 を参 考 に し て 、 輸 入 業 者 に 対 す る 衛 生 指 導 の 充

実 と 消 費 者 の 食 品 衛 生 意 識 の 高 揚 を 図 っ て い き た い と考 え て い る 。

(3)東 京 湾 産 魚 介 類 に お け る農 薬 等 の 汚 染 実 態 調 査

(東 京 湾 産 ア サ リ中 の 有 機 塩 素 系 化 合 物 等 の 汚 染 実 態 調 査)

ア 調 査 目 的

本 調 査 は 、 東 京 湾 に お け る 魚 介 類 等 の 農 薬 、 重 金 属 、 そ の 他 有 害 微 量

物 質 等 の 環 境 汚 染 実 態 を 把 握 す る た め 、 昭 和50年 度 か ら 継 続 し実 施 して

き た も の で あ る 。

平 成10年 度 も5月 か ら9月 に 調 査 を 実 施 し た の で 、 そ の 結 果 を 報 告 す

る 。

イ 調 査 方 法

調 査 場 所 は 、 東 京 湾 内 の6地 点(金 沢 八 景 、 羽 田 、 三 枚 洲 、 船 橋 、 木

更 津 、 富 津)と 多 摩 川2地 点(府 中 、 田 園 調 布)及 び 荒 川 下 流1地 点(葛

西)の 計9地 点 に つ い て 調 査 し た 。 検 体 は ア サ リ4kg、 海 水9ι 、 底 質

2kg、 河 川 で は 河 川 水9ι 、 底 質2kg、 荒 川 で は シ ジ ミ 、 カ キ 各4kgを

検 体 と し た 。

ウ 検 査 機 関 及 び 検 査 項 目

(ア)東 京 都 立 衛 生 研 究 所 乳 肉 衛 生 研 究 科 食 肉 魚 介 化 学 研 究 室

ア サ リ、 海 水 、 河 川 水 及 び 底 質 、荒 川 の シ ジ ミ ・カ キ の 検 体HCH(B

HC類)、DDT類 、 デ ィ ル ド リ ン(DEL)、 ヘ プ タ ク ロ ル 、 エ ボ キ

シ ド(HPE)、 ク ロ ル デ ン 類 、 ク ロ ル ニ トロ フ ェ ン(CNP)、 オ キ

サ ジ ア ゾ ン、 ク ロ ル ピ リ フ ォ ス 、 ヘ キ サ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン(HCB)

(イ)東 京 都 立 衛 生 検 査 所 微 量 分 析 研 究 科 有 害 物 化 学 研 究 室

ア サ リ、海 水 、底 質 、 河 川 水 及 び 底 質 、 荒 川 の シ ジ ミ ・カ キ の 検 体PC

B、TBTO、 金 属(As、Co、Cd、Zn、Cr、Cu、Pb、

Hg)

エ 調 査 結 果

(ア)ア サ リ 中 の 残 留 農 薬 に つ い て(表-1の 通 り)

(イ)海 水 中 の 残 留 農 薬 に つ い て(表-2の 通 り)
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(ウ)多 摩 川(2地 点)の 河 川 水 及 び 底 質 中 の 残 留 農 薬 に つ い て(表-3・

表-4の 通 り)

(エ)荒 川 の シ ジ ミ ・カ キ ・河 川 水 及 び 底 質 中 の 残 留 農 薬 に つ い て(表-5

の 通 り)

(オ)ア サ リ ・海 水 ・底 質 中 の 重 金 属 に つ い て

ア サ リ のCo、Zn、Cr、Cuは 前 年 よ り低 い 検 出 値 と な っ た が 、

Pbは 調 査 し た 全 て の 地 点 で 前 年 よ り高 い 検 出 値 を 示 し た 。 海 水 の

重 金 属 は 全 く検 出 さ れ な か っ た 。底 質 で はPbが 高 い 検 出 値 を 示 した 。

(カ)多 摩 川(2地 点)の 河 川 水 及 び 底 質 の 重 金 属 に つ い て

河 川 水 は 全 て の 検 体 が 検 出 限 界 値(0.001ppb)以 下 で あ っ た 。 底 質 は

Zn、Pbが 調 査 した 全 て の 地 点 で 高 い 検 出 値 と な っ た 。

(キ)荒 川 の シ ジ ミ ・カ キ ・底 質 及 び 河 川 水 の 重 金 属 に つ い て

シ ジ ミ と カ キ の 重 金 属 は 、 カ キ のZn値 が 顕 著 に 高 い 検 出 平 均 値 を 示 し

た が,他 の 重 金 属 は 総 じ て 低 い 検 出 値 と な っ た 。 底 質 は ほ ぼ 全 て の

重 金 属 で 検 出 平 均 値 が 昨 年 度 よ り高 い 検 出 値 を 示 した 。

特 にPbは17.37ppmと 昨 年 度 の13.4ppmに 比 較 し 顕 著 に 高 い 値 で あ っ た 。

(ク)ア サ リ ・底 質 ・海 水 中 のPCB、TBTOに つ い て

ア サ リ ・底 質 のPCB、TBTOは 検 出 状 況 、 検 出 平 均 値 と も 昨 年 度

と 同 様 な 傾 向 を 示 し た 。 海 水 は 全 て の 検 体 が 検 出 限 界 値(0.01ppm)以

下 で あ っ た 。

(ケ)多 摩 川(2地 点)の 河 川 水 及 び 底 質 中 のPCB・TBTOに つ い て

河 川 水 ・底 質 は 全 て の 検 体 が 検 出 限 界 値(0.01ppm)以 下 で あ っ た 。

(コ)荒 川 の シ ジ ミ ・カ キ ・河 川 水 及 び 底 質 中 のPCB・TBTOに つ い て

シ ジ ミ ・カ キ ・底 質 のPCBは 昨 年 度 と 同 様 な 検 出 値 と な っ た 。

シ ジ ミ ・底 質 のTBTOは 昨 年 度 と 同 様 、 全 て 検 出 限 界 値(0.01ppm)

以 下 で あ っ た 。

カ キ は0.02ppmの 検 出 平 均 値 を 示 し た 。河 川 水 は 全 て 検 出 限 界 値 以 下 で

あ っ た 。

オ ま と め

今 年 度 検 出 さ れ た 農 薬 は ア サ リ 、 底 質 、 海 水 、 河 川 水 と も 検 出 値 に 大 き

な 年 次 的 変 化 は 認 め ら れ な か っ た が 、 東 京 湾 の 農 薬 等 に よ る 汚 染 実 態 を

把 握 す る こ と が 出 来 た 。

ア サ リ か ら検 出 さ れ た 農 薬 は 総 ク ロ ル デ ン と総DDTで あ っ た が 、 前 年

と 比 較 し て 検 出 値 は 低 い 傾 向 を 示 し た 。

東 京 湾 及 び 河 川 に お け る 底 質 の 重 金 属 検 査 で 非 必 須 金 属 で あ るPbが 高

い 検 出 値 を 示 し、Pb汚 染 の 進 行 が 危 惧 さ れ る 。

PCB、TBTOは 、 例 年 と 同 様 な 結 果 と な り年 次 的 変 化 は 認 め ら れ な

か っ た 。
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東 京 湾 の 環 境 は 人 為 的 な 要 因 で 大 き く変 化 して い る 。特 に 調 査 対 象 と し

て き た 農 薬 、Hg、PCBHCB、 ク ロ ル デ ン 、DDT等 は 環 境 汚 染 物

質 と し て 大 き く ク ロ ー ア ッ プ さ れ よ う と し て お り今 後 も 継 続 的 に 実 態 調

査 を お こ な う こ と が 必 要 と思 わ れ る 。

(表-1)ア サ リ中 の残 留 農薬 (単 位ppm):WET BASE

(表-2)海 水中の残留農薬 (単位ppb)
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(表-3)多 摩川の河川水中の残留農薬 (単位ppb)

(表-4)多 摩川の底質中の残留農薬 (単位ppm):DRYBASE

(表-5)荒 川 の シ ジ ミ ・カ キ ・底 質 ・河 川 水 中 の残 留 農 薬 (単位ppm)

ND・ ・<0.001
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(4)調 味 料 及 び 香 辛 料 の ボ ツ リ ヌ ス 菌 汚 染 実 態 調 査(輸 入 品 を 中 心 と して)

ア は じめ に

平 成9年 に 、 び ん 入 りの オ イ ス タ ー ソ ー ス か らボ ツ リ ヌ ス 菌 が 検 出 さ

れ 、回 収 の 措 置 が と ら れ た 。 当 セ ン タ ー で は 、 こ の 事 件 を 契 機 に 調 味 料 類

の 調 査 を 実 施 し て い る 。 そ の 結 果 、 平 成9年 度 及 び10年 度 の 調 査 で は

ボ ツ リ ヌ ス 菌 は 検 出 さ れ な か っ た が 、 多 数 の 調 味 料 か ら 同 属 の 嫌 気 性 芽

胞 菌 が 検 出 さ れ た 。

調 味 料 に は 、 高 温 高 圧 殺 菌 が な さ れ て い な い も の が 多 く 、 原 材 料 等 が

汚 染 し ボ ツ リヌ ス 菌 の 芽 胞 を 生 存 さ せ て い た 場 合 、pHや 水 分 活 性 の 条 件

に よ っ て は 、 当 該 品 や そ の 食 品 を 使 っ た 加 工 食 品 中 で 発 芽 増 殖 を 招 く危

険 が あ る。

今 回 、 急 速 に 多 様 化 し て き た 調 味 料 類 と 、 そ の 汚 染 原 材 料 と な り う る

香 辛 料 類 に つ い て 、 ボ ツ リ ヌ ス 菌 を 中 心 に 細 菌 の 汚 染 状 況 を 調 査 し た の

で 報 告 す る。

イ 調 査 内 容

(ア)実 施 期 間

平 成10年4月 か ら平 成11年2月 ま で(新 規)

(イ)材 料 及 び 方 法

a供 試 検 体

調 味 料10品 目10検 体 は 、 区 内 販 売 店 よ り購 入 し た 。

香 辛 料 は 、11品 目39検 体 を 区 内 製 造 業 者 よ り購 入 し た 。11品 目 中

9品 目は 、 加 工 程 度 の 違 う2形 態 に つ い て 、 ま た 、10品 目 は そ れ ぞ

れ2ロ ッ ト分 を 実 施 した 。

b検 査 項 目

香 辛料 は 、 ボ ツ リヌ ス 菌 、 嫌 気 性 芽 胞 菌 、 好 気 性 芽 胞 菌 、 セ レ ウ

ス 菌 、 一 般 細 菌 、 大 腸 菌 群 、 大 腸 菌 、 黄 色 ブ ドウ 球 菌 及 び サ ル モ ネ

ラ を 実 施 し た 。

調 味 料 は 、 前 述 の 細 菌 検 査 の 他 にpH及 び 水 分 活 性 を 実 施 した 。

c検 査 方 法

ボ ツ リヌ ス 菌 は 、 食 品 衛 生 検 査 指 針 に よ っ た 。

嫌 気 性 芽 胞 菌 は 、 ボ ツ リ ヌ ス 菌 と 同 様 の 方 法 で 、CW寒 天 で 分 離

し た 。

好 気 性 芽 胞 菌 は 、85℃ で10分 間 加 熱 後 、 普 通 寒 天 培 地 で 混 釈 培 養

し た 。

そ の 他 の 細 菌 は 、 都 立 衛 生 研 究 所 発 行 の 食 品 衛 生 細 菌 検 査 マ ニ ュ

ア ル に よ っ た 。

pHは 、 ホ リバpHメ ー タ で 、 水 分 活 性 は 、Rotronicのaw測 定

機 に よ り測 定 し た 。
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d検 査 機 関

都 立 衛 生 研 究 所 細 菌 第 一 研 究 科 食 中 毒 、 食 品 細 菌 及 び 真 菌 研

究 室 で 実 施 した 。

ウ 調 査 結 果

(ア)調 味 料 に つ い て

ボ ツ リ ヌ ス 菌 、大 腸 菌 群 、大 腸 菌 、黄 色 ブ ドウ 球 菌 及 び サ ル モ ネ ラ は10

検 体 す べ て か ら、 検 出 さ れ な か っ た 。

嫌 気 性 芽 胞 菌 が 、オ イ ス タ ー ソ ー ス 、 カ レ ー ペ ー ス ト、 及 び 魚 醤2品

目 か ら 検 出 さ れ た 。pHが5.5を 超 え る も の が4検 体 あ っ た が 、 水 分

活 性 は す べ て0.94以 下 で あ っ た 。

(イ)香 辛 料 に つ い て

ボ ツ リ ヌ ス 菌 、大 腸 菌 、 黄 色 ブ ドウ 球 菌 及 び サ ル モ ネ ラ は 、11品

39検 体 す べ て が 陰 性 で あ っ た 。

嫌 気 性 芽 胞 菌 が9品 目24検 体(62%)か ら 検 出 さ れ た 。

7検 体(18%)か ら1g当 た り1,000個 を超 え る 好 気 性 芽 胞 菌 が 、12

検 体(31%)か ら1g当 た りの10万 個 を 超 え る 一 般 細 菌 が 検 出 さ れ た 。

原 型 と 粉 末 な ど の2形 態 を 検 査 し た も の は 、 加 工 度 の 高 い 粉 末 の 方

が 検 出 率 、 菌 数 と も に 高 か っ た 。

エ 考 察

(ア)調 味 料 に つ い て

今 回 の 調 査 で 、 嫌 気 性 芽 胞 菌 が40%か ら 検 出 さ れ た 。 今 年 度 の 当 所

の 計 画 事 業 で は 、 本 調 査 分 を 除 い た75検 体 の う ち 、20検 体(27%)か ら

検 出 さ れ て い る 。

び ん 詰 の 包 装 形 態 は 、 容 器 包 装 詰 加 圧 加 熱 殺 菌 食 品 い わ ゆ る レ トル

ト食 品 以 外 は 、 芽 胞 の 殺 滅 ま で は 考 慮 さ れ て い な い 。 製 造 時 の 加 熱 工

程 は 、 嫌 気 性 菌 に 、 競 合 菌 の 死 滅 、 ヒ ー ト シ ョ ッ ク に よ る 発 芽 促 進 な

ど を も た ら し、 条 件 に よ っ て は 発 育 の チ ャ ン ス を 与 え る こ と に な る 。

製 品 内 に 生 存 し て い た 芽 胞 が 、 そ れ を 使 っ た 二 次 食 品 中 で 発 育 す る こ

と も 考 え られ る 。

び ん 詰 食 品 に は ボ ツ リ ヌ ス 菌 の 汚 染 も あ り得 る こ と が 考 え ら れ る こ

と か ら 、 当 該 製 品 や 二 次 食 品 の 製 造 、 保 管 管 理 に は 、 十 分 な 注 意 が 必

要 で あ る 。

(イ)香 辛 料 に つ い て

今 回 の 調 査 で は 、Julsethら1)の 報 告 に 比 べ 、 好 気 性 芽 胞 菌 数 及 び

一 般 細 菌 数 が 減 少 し て い た 。 工 場 等 の 取 扱 い レ ベ ル が 向 上 し た の か も

しれ な い 。

通 常 、 香 辛 料 は 、 一 部 の 製 品 を 除 い て 、 殺 菌 処 理 は 行 わ れ な い 。 逆

に 、 工 場 に 香 辛 料 と 共 に運 び 込 ま れ た 菌 が 、 二 次 汚 染 を 惹 起 して い る
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こ と が 推 測 さ れ る 。

加 工 食 品 の 原 料 と し て 使 用 さ れ る香 辛 料 に つ い て は 、 製 品 へ の リ ス

ク 除 去 の た め に 菌 数 の 規 制 を 図 る な ど 、 十 分 な 注 意 が 払 わ れ な く て は

な ら な い 。

今 回 の 調 査 で は 、 調 味 料 又 は 香 辛 料 か ら ボ ツ リ ヌ ス 菌 は 検 出 さ れ な

か っ た が 、 実 態 把 握 の た め に は 、 検 体 の 種 類 や 入 手 先 等 の 選 択 の 幅 を

さ ら に 拡 げ て 、 継 続 調 査 を す る 予 定 で あ る 。

オ 参 考 文 献

1):Julseth
, R.M. et al.: J. Milk Food Technol., 37, 414-419 (1974).

(5)魚 介 類 に お け る ウ イ ル ス 汚 染 実 態 調 査

ア 調 査 目 的

平 成8年 度 及 び 平 成9年 度 の2年 間 、 広 い 範 囲 の 二 枚 貝 に つ い て 東 京 湾

産 の も の や 市 販 品 に お け る ウ イ ル ス 汚 染 実 態 を 調 査 し た と こ ろ 、SRSV

を は じ め 胃 腸 炎 を 引 き 起 こす と 言 わ れ て い る ウ イ ル ス やA型 肝 炎 ウ イ ル ス

な ど さ ま ざ ま な ウ イ ル ス が検 出 さ れ た 。

そ こ で 、 今 年 度 は 、 東 京 湾 産 二 枚 貝 に つ い て は 昨 年 同 様 に 、 市 販 品 に つ

い て は 二 枚 貝 と 同 じ く 内 湾 で 養 殖 又 は 漁 獲 さ れ る 魚 介 類(魚 類 、 巻 貝)に

つ い て ウ イ ル ス 汚 染 実 態 を 調 査 し た 。 同 時 に 東 京 湾 に 注 ぎ 込 む 河 川 水 の 一

部 に つ い て も ウ イ ル ス 汚 染 実 態 調 査 を 行 っ た の で 報 告 す る 。

イ 調 査 方 法

(ア)調 査 期 間 平 成10年3月 ～ 平 成10年12月(新 規)

(イ)調 査 対 象 品 目 及 び 実 施 方 法

a東 京 湾 産 二 枚 貝

東 京 湾 内6地 点(金 沢 八 景 、 羽 田 ・三 枚 洲 、 船 橋 、 木 更 津 、 富 津)及

び 荒 川 河 口 、 多 摩 川 河 口 、 京 浜 運 河 で ア サ リ、 シ ジ ミ等10品 目66検

体 を採 取 し、 中 腸 腺 な ど の 内 臓 部 位 を 検 査 し た 。

b河 川 水

多 摩 川4地 点(青 梅 、日 野 、 府 中 、 太 田)、 江 戸 川2地 点(赤 圦 樋 門 、

金 町)の 計6地 点 で6月 、8月 、10月 、12月 の 計4回(6月 は 多 摩

川3地 点 の み)河 川 水 を セ ル ロ ー ス に 吸 着 処 理 し検 査 し た 。

c市 販 魚 類

魚 介 類 販 売 業 者 か ら マ ア ジ 、 ヒ ラ メ 等 の 魚 類17品 目77検 体 を 買 い

上 げ 、 鯛 、 内 臓 、 筋 肉 を検 査 した 。

d市 販 巻 貝

魚 介 類 販 売 業 者 か ら ア ワ ビ、 サ ザ エ 等 の 巻 貝8品 目44検 体 を 買 い

上 げ 、 内 臓 と 筋 肉 を検 査 し た 。

(ウ)検 査 機 関 東 京 都 立 衛 生 研 究 所 ウ イ ル ス 研 究 科 ウ イ ル ス 研 究 室
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(エ)検 査 項 目

A型 肝 炎 ウ イ ル ス 、SRSV、 ロ タ ウ イ ル ス 、 ア デ ノ ウ イ ル ス 、 エ

コ ー ウ イ ル ス 、 コ ク サ ッ キ ー ウ イ ル ス 、 ポ リオ ウ イ ル ス

ウ 調 査 結 果

(ア)東 京 湾 産 二 枚 貝

aウ イ ル ス 検 出 率(表-1)

二 枚 貝 に お け る ウ イ ル ス の 検 出 率 は12.1%で あ っ た 。

10品 目 中 ア サ リ、 シ オ フ キ 、 ハ マ グ リの3品 目 か らSRSV、 エ コ

ー ウ イ ル ス 、 コ ク サ ッ キ ー ウ イ ル ス の い ず れ か あ る い は 複 数 が 検 出

さ れ 、A型 肝 炎 ウ イ ル ス 、 ロ タ ウ イ ル ス 、 ア デ ノ ウ イ ル ス 、 ポ リ オ

ウ イ ル ス は 検 出 さ れ な か っ た 。

(イ)河 川 水(表-2)

採 水 し た6地 点 の う ち 、 多 摩 川 の 青 梅 、 日 野 、 府 中 の3地 点 と 江 戸

川(赤 圦 樋 門 、 金 町)の 計5地 点 か ら 、10月 に エ コ ー ウ イ ル ス あ る い

は コ ク サ ッ キ ー ウ イ ル ス の い ず れ か が 検 出 さ れ た 。

(ウ)市 販 魚 類(表-3)

市 販 魚 類 に お け る ウ イ ル ス の 検 出 率 は18.2%で あ っ た 。

検 査 し た22分 類 別(種 類 と して は17品 目)の う ち 、10分 類(種 類 と

して は8品 目)か らA型 肝 炎 ウ イ ル ス 、SRSV、 エ コ ー ウ イ ル ス 、

コ ク サ ッ キ ー ウ イ ル ス の い ず れ か あ る い は 複 数 が 検 出 さ れ 、 ロ タ ウ イ

ル ス 、 ア デ ノ ウ イ ル ス 、 ポ リオ ウ イ ル ス は 検 出 さ れ な か っ た 。

部 位 別 で は 、 内 臓15.6%、 筋 肉 、 鰓 共 に1.3%の ウ イ ル ス 検 出 率 で

あ っ た 。

(エ)市 販 巻 貝(表-4)

市 販 巻 貝 に お け る ウ イ ル ス の 検 出 率 は11.4%で あ っ た 。

検 査 した8品 目 中 ア ワ ビか らA型 肝 炎 ウ イ ル ス と エ コ ー ウ イ ル ス が 、

エ ッ チ ュ ウ バ イ か ら コ ク サ ッ キ ー ウ イ ル ス が 、 イ ジ ケ シ ラ イ トマ キ か

ら エ コ ー ウ イ ル ス が 検 出 さ れ た 。SRSV、 ロ タ ウ イ ル ス 、 ア デ ノ ウ

イ ル ス 、 ポ リ オ ウ イ ル ス は 検 出 され な か っ た 。

部 位 別 で は 内 臓 か ら の み ウ イ ル ス が 検 出 さ れ 、 筋 肉 か ら は 検 出 さ れ

な か っ た 。

エ 考 察

(ア)東 京 湾 産 二 枚 貝 で は 貝 の 種 類 に よ りウ イ ル ス 検 出 率 、 検 出 ウ イ ル ス

に 差 異 が み ら れ た 。 ま た 、 東 京 湾 に 注 ぎ 込 む 複 数 の 河 川 か ら ウ イ ル ス

が 検 出 さ れ た 。

一 般 的 に 、 二 枚 貝 は 入 水 管 か ら 海 水 を 取 り込 み 出 水 管 か ら そ れ を 排

出 す る こ と で 体 内 と体 外 の 換 水 を 行 っ て お り、 そ の 水 量 は 例 え ば カ キ

で は 一 時 間 に 約25リ ッ トル に 達 す る 。 こ の 水 の 循 環 を と お して 二 枚 貝
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の 中 腸 腺 等 に ウ イ ル ス が 濾 過 蓄 積 さ れ る と考 え られ て い る 。

今 回 、 二 枚 貝 の 種 類 に よ り ウ イ ル ス 検 出 率 や 検 出 さ れ た ウ イ ル ス が

異 な っ た こ と は 、 従 来 報 の と お り、 棲 息 環 境 の ウ イ ル ス 分 布 に 由 来 す

る と 推 察 さ れ た 。

さ ら に 、 人 の 食 中 毒 検 体(糞 便)か ら検 出 さ れ る ノ ー ウ ォ ー ク ウ イ

ル ス や ス ノ ー マ ウ ン テ ン ウ イ ル ス 等 のSRSVが 二 枚 貝 か ら 検 出 さ れ 、

か つ 河 川 水 か ら ウ イ ル ス が 検 出 さ れ た こ と は 、生 活 排 水 か ら 河 川 を と

お して 湾 内 に ウ イ ル ス が 運 ば れ る 可 能 性 を あ ら た め て 示 し た も の と 言

え る 。

(イ)市 販 魚 類 や 巻 貝 か ら、 種 類 に よ り検 出 率 、 検 出 ウ イ ル ス に 差 異 は あ る

も の の ウ イ ル ス が 検 出 さ れ た 。 ま た 、 魚 類 で は 内 臓 、 筋 肉 、 鰓 で 、 巻 貝

で は 内臓 、 筋 肉 で 検 出 率 に差 異 が み られ た 。

魚 類(硬 骨 魚 類:海 棲 性)で は 、 口 か ら 鰓 そ して 外 鰓 孔 へ と 呼 吸 に 伴 う

体 の 内 外 の 換 水 の 過 程 や 、 体 の 浸 透 調 整 の た め 飲 水(1日 の 量 は 多 く な

い)し た 海 水 を 腸 で 吸 収 す る 過 程 で 海 水 中 の ウ イ ル ス が 鰓 や 内 臓 に 蓄 積

さ れ た り、 食 性 に よ っ て は ウ イ ル ス を体 内 に 蓄 積 した 二 枚 貝 を 捕 食 す る

な ど の 食 物 連 鎖 に よ り内 臓 に ウ イ ル ス が 蓄 積 した も の と 推 測 し た 。ま た 、

筋 肉 部 位 か ら ウ イ ル ス が 検 出 さ れ た こ と に つ い て は 、 漁 獲 か ら販 売 の 過

程 に 内 臓 浸 出 液 や 検 査 時 に 検 査 器 具 な ど か ら 、 筋 肉 部 位 へ の 二 次 汚 染 が

あ っ た も の と推 測 さ れ た 。

巻 貝 に つ い て は 、魚 類 ほ ど に は 生 理 作 用 に つ い て 報 告 さ れ て い な い が 、

内臓 か ら ウ イ ル ス が 検 出 さ れ た こ と か ら 、 呼 吸 に 伴 う 体 の 内 外 の 換 水 や

食 性 に 由 来 す る と 思 わ れ る 。 二 枚 貝 か ら検 出 さ れ て い る ウ イ ル ス と 同様

の ウ イ ル ス が 検 出 さ れ て い る こ と か ら、 巻 貝 も 二 枚 貝 と 同 様 な ウ イ ル ス

蓄 積 過 程 が あ る も の と 推 測 で き る 。 ま た 、 水 中 で マ イ ナ ス 電 荷 を 帯 び て

い る ウ イ ル ス は 、 ブ ラ ス 電 荷 を 帯 び て い る 有 機 物 に 付 着 し や す い と 言 わ

れ て い る こ と か ら 、 こ の よ う な 有 機 物 を 取 り込 む 可 能 性 も 考 え られ る 。

オ ま と め

今 回 、 二 枚 貝 の み な ら ず 沿 岸 域 に棲 息 す る 様 々 な 魚 類 や 巻 貝 さ ら に 河 川

水 か ら ヒ トに 胃 腸 炎 あ る い は 肝 炎 を 引 き起 こ す 可 能 性 の あ る ウ イ ル ス が 検

出 さ れ た 。

こ れ らの こ と か ら、 ヒ トの 生 活 圏 に 近 い 河 川 や 沿 岸 域 は 、 地 域 差 、 季 節

差 な ど変 動 は あ る も の の 生 活 排 水 に 由 来 す る ウ イ ル ス に 汚 染 さ れ て い る 可

能 性 が あ ら た め て 示 さ れ た 。

世 界 的 に も デ ー タ の 集 積 が 少 な い 食 品 の ウ イ ル ス 汚 染 実 態 調 査 は 重 要 事

項 で あ り、 知 見 の 集 積 の た め 引 き続 き デ ー タ の 収 集 を 行 っ て い く必 要 が あ

る 。

今 後 は 、 東 京 湾 産 二 枚 貝 や 市 販 魚 類 、 巻 貝 に つ い て 引 き 続 き デ ー タ の 集
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積 を 行 う と と も に 、 今 回 の 知 見 を 基 に 沿 岸 域 に 棲 息 す る市 販 の 甲殻 類 に つ

い て も デ ー タ の 集 積 を 行 っ て い く予 定 で あ る 。

(6)化 学 的 合 成 品 以 外 の 添 加 物 に お け る 有 害 物 質 の 含 有 実 態 調 査

(着 色 料 、 酸 化 防 止 剤 及 び 増 粘 安 定 剤 中 の 有 害 物 質 調 査)

ア 調 査 目 的

食 生 活 の 天 然 志 向 に 伴 い 、 食 品 添 加 物 の 使 用 は 、 化 学 的 合 成 品 か ら化 学

的 合 成 品 以 外 の 添 加 物(以 下 「天 然 添 加 物 」 とい う)へ と 切 り替 え られ る

傾 向 に あ る 。

しか し な が ら 、天 然 添 加 物 は 起 源 物 質 が 天 然 物 で あ る こ と か ら、不 純 物 が

含 ま れ る 可 能 性 が 高 い 。天 然 添 加 物 に つ い て 、国 内 で は 日 本 食 品 添 加 物 協 会

に よ り「第 二 版 化 学 的 合 成 品 以 外 の 食 品 添 加 物 自 主 規 格 」(1)(以 下 「自

主 規 格 」 と い う)が 作 成 さ れ 、 国 際 的 に はJECFA(FAO/WHO合 同 食 品 添 加 物

専 門 家 会 議(2)や 米 国 のFCC(FOOD CHEMICALS CODEX) (3)に よ り品 質 規 格

が 設 定 さ れ て い る も の の 、 多 く は 規 格 基 準 の 設 定 や 安 全 性 の 確 認 が さ れ て

い な い の が 実 状 で あ る 。

そ こ で 、 天 然 添 加 物 の 品 質 と 安 全 性 の 評 価 の 一 助 と す る た め 、 有 害 物 質

の 含 有 等 に つ い て 実 態 調 査 を 行 う こ と と し た 。

イ 調 査 方 法

(ア)調 査 期 間 平 成10年4月 か ら11年3月 ま で(新 規)

(イ)対 象 品 目

着 色 料19品 目:ア ナ ト ー 色 素5品 目 、 ウ コ ン 色 素6品 目、 ク

ロ ロ フ ィ ル3品 目 、 抽 出 カ ロ チ ン3品 目(パ ー

ム 油 カ ロ チ ン1品 目 、 デ ュ ナ リ エ ラ カ ロ チ ン2

品 目)、 ブ ド ウ果 皮 色 素2品 目

酸 化 防 止 剤13品 目:抽 出 トコ フ ェ ロ ー ル3品 目 、 フ ィ チ ン 酸2品

目 、チ ャ 抽 出 物3品 目、γ-オ リザ ノ ー ル5品 目

増 粘 安 定 剤12品 目:ア ル ギ ン 酸2品 目 、カ ー ドラ ン1品 目、 カ ロ ブ

ピ ー ン ガ ム2品 目 、キ サ ン タ ン ガ ム3品 目 、 グ ア

ー ガ ム1品 目 、ジ ェ ラ ン ガ ム1品 目 、タ マ リ ン ド

シ ー ドガ ム2品 目

(ウ)対 象 品 目 の 収 集 方 法 添 加 物 業 者 か ら の 買 上 げ 、 メ ー カ ー か らの サ

ン プ リ ン グ に よ り収 集

(エ)検 査 項 目

着 色 料:色 価 、 重 金 属 、Pb、Cd、Mn、Cr、As、Hg、 有 機 溶 剤(メ

タ ノ ー ル 、ア セ ト ン 、ジ ク ロ ロ メ タ ン 、イ ソ プ ロパ ノ ー ル 、

酢 酸 メ チ ル 、 ジ エ チ ル エ ー テ ル 、 メ チ ル エ チ ル ケ トン 、

酢 酸 エ チ ル 、1,2-ジ ク ロ ロ エ タ ン 、n-ヘ キ サ ン 、 ト リ ク
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ロ ロ エ チ レ ン)、 農 薬(臭 素(Br)、 ジ フ ェ ニ ル(DP)、 オ ル

ト フ ェ ニ ル フ ェ ノ ー ル(OPP)、 チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル(TBZ)、

イ マ ザ リ ル(IMZ))、 フ ェ オ ホ ル バ イ ド 、 亜 硫 酸

酸 化 防 止 剤:重 金 属 、Pb、Cd、Mn、Cr、As、Hg、 有 機 溶 剤(メ タ ノ ー

ル 、 ア セ ト ン 、ジ ク ロ ロ メ タ ン 、イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 、酢 酸 メ

チ ル 、ジ エ チ ル エ ー テ ル 、 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン 、 酢 酸 エ チ

ル 、1,2-ジ ク ロ ロ エ タ ン 、n-ヘ キ サ ン 、 ト リ ク ロ ロ エ チ レ

ン)、 農 薬(Br、DP、OPP、TBZ、IMZ)

増 粘 安 定 剤:重 金 属 、Pb、Cd、Mn、Cr、As、Hg、 細 菌 検 査(細 菌 数 、

大 腸 菌 群 、 大 腸 菌 、 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 、サ ル モ ネ ラ)、 真 菌 、

pH、 水 分 活 性

(オ)検 査 機 関 都 立 衛 生 研 究 所 生 活 科 学 部 食 品 添 加 物 研 究 科

添 加 物 研 究 室 微 生 物 部 細 菌 第 一 研 究 科 食 品 細 菌 ・ 真

菌 研 究 室

ウ 調 査 結 果

(ア)着 色 料 に つ い て

a重 金 属 は 、19品 目 中 、7品 目 か らPbが0.11～0.26μg/g、2品 目

か らCdが0.02～0.05μg/g、17品 目 か らMnが0.03～38μg/g、11

品 目 か らCrが0.07～8.1μg/g、5品 目 か らAsが0.07～0.86μg/g、

1品 目 か らHgが0.05μg/g検 出 さ れ た 。

b有 機 溶 剤 は 、 ブ ド ウ 果 皮 色 素 を 除 く17品 目 に つ い て 検 査 し た と

こ ろ 、2品 目 か ら メ タ ノ ー ル が26～140μg/g、2品 目 か ら ア セ ト

ン が12μg/g、2品 目 か らnー ヘ キ サ ン が11～93μg/g検 出 さ れ た 。

c農 薬 は 、19品 目 中 、4品 目 か らBrが1～8μg/g検 出 さ れ た 。

dフ ェ オ ホ ル バ イ ド は 、 ク ロ ロ フ ィ ル に つ い て 検 査 し た と こ ろ 、 す

べ て か ら 既 存 フ ェ オ ホ ル バ イ ド が53～129mg%、 総 フ ェ オ ホ ル バ イ ド

が50～140mg%検 出 さ れ た 。

e亜 硫 酸 は 、ブ ド ウ 果 皮 色 素 に つ い て 検 査 し た と こ ろ 、す べ て か ら114

～944μg/g検 出 さ れ た 。

(イ)酸 化 防 止 剤 に つ い て

a重 金 属 は 、13品 目 中 、9品 目 か らMnが0.02～990μg/g、6品

目 か らCrが0.14～13μg/g、3品 目 か らAsが0.07～0.25μg/g検 出

さ れ た 。

b有 機 溶 剤 は 、13品 目 中 、1品 目 か ら メ タ ノ ー ル が34μg/g検 出

さ れ た 。

c農 薬 は 、13品 目 中 、3品 目 か らBrが1～7μg/g検 出 さ れ た 。

(ウ)増 粘 安 定 剤 に つ い て

a重 金 属 は 、12品 目 中 、 す べ て か らMnが0.39～8.2μg/g、3品
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目 か らCrが0.59～10μg/g、3品 目 か らAsが0.08～0.22μg/g検 出

さ れ た 。

b微 生 物 検 査 に つ い て は 、12品 目 す べ て か ら 細 菌 ・真 菌 は 検 出 さ

れ な か っ た 。 水 分 活 性 は0.105～0.516、pHは2.68～7.00で あ っ た 。

エ 考 察 と ま とめ

(ア)重 金 属 に つ い て

元 素 、 品 目 に よ り若 干 の 差 は あ る も の の 、 健 康 に 影 響 を 及 ぼ す も の

で は な い と 考 え られ る 。

(イ)有 機 溶 剤 に つ い て

原 料 か ら天 然 添 加 物 を 抽 出 す る 際 に 使 用 さ れ る 有 機 溶 剤 が 、 製 品 中

に 残 留 す る こ と は 、 食 品 衛 生 上 間 題 と な る こ と が あ る 。 特 に 塩 素 系 の

も の に つ い て は 発 ガ ン 性 の 指 摘 が あ り、FAO/WHOも 使 用 は 望 ま し く な

い と して い る(4)(5)。 ク ロ ロ フ ィ ル か ら メ タ ノ ー ル 及 びn-ヘ キ サ ン

に 関 し て 規 格(自 主 規 格 とJECFA規 格)を こ え る も の 、 各1品 目 が 認

め ら れ た 。 抽 出 ・精 製 等 製 造 方 法 の 改 善 が 求 め ら れ る 。

(ウ)農 薬 に つ い て

天 然 添 加 物 の う ち 、 植 物 を 原 料 と す る も の に は 、 栽 培 期 間 中 や 収 穫

後 等 に 使 用 さ れ た 農 薬 が 残 留 す る可 能 性 が あ る 。 ウ コ ン 色 素2品 目 、

デ ュ ナ リエ ラ カ ロ チ ン2品 目 、チ ャ 抽 出 物3品 目 か ら 、Brが 検 出 さ れ

た 。Brは 生 体 成 分 で も あ り 、検 出 量 は 、野 菜 、 果 実 等 の 残 留 基 準 値(20

～180μg/g)と 比 較 す る と か な り低 い 値 で あ っ た 。

(エ)フ ェ オ ホ ル バ イ ドに つ い て

フ ェ オ ホ ル バ イ ドは ク ロ ロ フ ィ ル の 分 解 物 で 、 光 過 敏 症 の 原 因 物 質

で あ る 。ク ロ レ ラ 加 工 品 に お い て は 、既 存 フ ェ オ ホ ル バ イ ド量 が100mg%

を こ え 、 ま た は 総 フ ェ オ ホ ル バ イ ド量 が160mg%を こ え る も の で あ っ て

は な ら な い と さ れ て い る 。 今 回 の 調 査 で は 、1検 体 が ク ロ レ ラ加 工 品

の 規 制 値 を こ え て い た 。 ク ロ ロ フ ィル は 、 食 品 の 着 色 を 目 的 と して 少

量(0.1～0.3%)使 わ れ る も の で あ る か ら 、 こ れ を 使 用 し た 食 品 の 安 全

性 に つ い て 問 題 は な い と 考 え られ る。

(オ)亜 硫 酸 に つ い て

ブ ドウ 果 皮 色 素 は ブ ド ウ 酒 製 造 後 の 搾 り滓 を 原 料 と す る た め 、 ブ ド

ウ 酒 製 造 の 際 添 加 さ れ た 亜 硫 酸 が 残 留 し た も の と考 え られ る 。 自主 規

格 及 びJECFAの 規 格 に 適 合 して い た 。

(カ)微 生 物 検 査 に つ い て

増 粘 安 定 剤 に は 微 生 物 の 産 生 物 を 原 料 と して い る も の が 多 く、 製 品

に こ れ ら の 微 生 物 が 残 留 す る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 製 品 が 一 般 細 菌 や

真 菌 等 に 汚 染 さ れ て い る と の 報 告(6)が あ る 。今 回 の 調 査 で は 細 菌 ・

真 菌 は 検 出 さ れ な か っ た 。
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オ お わ りに

今 回 は 、 着 色 料 、 酸 化 防 止 剤 、 増 粘 安 定 剤 に お け る 有 害 物 質 の 含 有 実 態

に つ い て 調 査 し た 。 酸 化 防 止 剤 、増 粘 安 定 剤 に つ い て は 特 に 問 題 な か っ

た 。 着 色 料 で は 自 主 規 格 及 びJECFAの 規 格 に 適 合 しな い 製 品 が あ っ た 。

現 在 、 厚 生 省 は 天 然 添 加 物 の 安 全 性 評 価 、 品 質 規 格 の 設 定 作 業 を進 め

て い る 。 しか し な が ら、近 く 告 示 さ れ る 予 定 の 「第7版 食 品 添 加 物 公

定 書 」 にお い て 成 分 規 格 が 設 定 さ れ る 天 然 添 加 物 は 約60品 目 の み で あ

り、 対 象 外 の 多 くの 天 然 添 加 物 に つ い て 引 き 続 き 実 態 調 査 が 必 要 と 考 え

られ る 。

農 薬 に つ い て は 、 今 回 初 め て 調 査 を し た こ と も あ り、 限 ら れ た 検 査 項

目数 で 行 っ た 。 今 後 、 種 々 の 農 薬 に つ い て 検 査 法 を 検 討 し、 検 査 項 目 を

充 実 し て い き た い 。

重 金 属 に つ い て はJECFAに お い て 、 一 括 測 定 か らPb、As、Hg、Cdの よ

う な 個 別 の 元 素 規 格 に 置 き 換 え る 動 き が あ る 。Pbの 値 と して は よ く使 用

さ れ る 添 加 物 に お い て は1μg/g以 下 と 設 定 さ れ る 方 向 で あ る 。 そ の た

め 、 今 後 と も個 別 の 元 素 に つ い て 低 レ ベ ル の 含 有 実 態 を 調 査 す る 必 要 が

あ る と思 わ れ る 。

カ 参 考 資 料

(1) 日 本 添 加 物 協 会:第 二 版 化 学 的 合 成 品 以 外 の 食 品 添 加 物 自 主 規 格

(1995)

(2) FAO/WHO expert committee of food additives: FAO Food and 

Nutrition Paper 52 (1996)

(3) National Academy press: Fourth Food Chemicals Codex (1996)

(4) WHO Technical Report Series 751、P22 (1987)

(5) WHO Technical Report Series 789、p12(1990)

―280―



(7)ポ リカー ボ ネー トを主成 分 とす る合 成樹脂 製 器具 及 び容 器包 装 の衛生 学 的 実態調査

ア 調査 目的

ポ リカ ー ボネ ー トの原 材 料 の1つ で あ る ビス フ ェノー ルA(以 下 「BPA」 とい う。)が

「内分 泌 か く乱化 学 物 質 」 の疑 い が あ る とされ 、 そ の溶 出 が 問題 とな って い る こ とか ら、

当セ ンター で は 平成9年 度 か らポ リカー ボ ネー ト製 食 器 類 の検査 を行 って い る。初 年度 の

調 査 で、 材 質 試験 に よっ て検 出 され るBPAは 製 品 に よ るバ ラ ッキ が 大 きい こ とが判 明 し

た 。 また、 都議 会 にお い て、「ポ リカーボ ネー ト製 品 につ い て、生 活 の 実態 に即 した検 査 を

行 うべ きでは な いか 。」 との 質問 もあ った こ と等 か ら、平 成10年 度 は 、 ポ リカー ボ ネ ー ト

製 品か らのBPA溶 出 実 態 を詳 細 に 把握 す る ため、 食 器 類 の 実際 の 使 用状 況 を考慮 した 実

験条件 を設定 して調査 を行 っ た。

イ 調 査方 法

(ア)使 用 中 の食器 等 の実 態調 査

学校 給 食、 病 院給 食 等 で使用 中又 は使 用 済の ポ リカ ー ボネ ー ト製 食 器 類 か らのBPA溶

出量 を測定 した。

a検 査 品 目 皿 ・ボ ウル ・碗 ・は し ・哺乳 瓶等8種258検 体

b溶 出条 件 水95℃30分 ・n-ヘ プ タ ン室温60分

(イ)給 食 用食 器 の経 時変 化調 査

新 品 の学 校給 食用 食器 を調理 場 で実 際 に使用 した場 合 の 、BPA溶 出量 を測定 した。

a実 施 方 法 都 内 の学 校 給食 調理 場 に 給食 用碗 を提 供 し、 毎 日使 用 して も らい、 経 時

的 に 回収 して 検査 を行 った。

b検 査 時 点 使 用開 始 時(未 使 用 品)・1日 ・3日 ・7日 ・14日 ・30日 ・60日 ・

90日 ・120日 使 用の 計9回(1回5個 ずつ 回収 し、検 査 を行 った 。)

c溶 出条件 水95℃30分 ・4%酢 酸 室温30分 ・n-ヘ プ タ ン 室 温30分

(ウ)哺 乳 瓶 の経 時 変化調 査

哺乳 瓶 の 家庭 にお け る一 般 的使 用 方法 を想定 し、 実験 室 内で、繰 り返 し煮 沸 消毒 した場

合 のBPA溶 出量 を測 定 した。

a実 施 方法 哺乳 瓶 を1日2回 、約6か 月使用 す る と仮 定 し、2メ ー カー の哺乳 瓶 各

15本(3溶 出条 件 ×5本)に つい て、5分 間の煮沸 消 毒及 び調乳 した

40℃ の ミル ク の分注 を360回 繰 り返 し、 経時的 に検 査 を行 った。

b検 査 時点 使 用 開 始 時(未 使 用 品)・1回 ～14回(毎 回 検査)・28回 ・60回 ・

120回 ・240回 ・360回(計20回 検 査 を実施)

c溶 出条 件 水95℃30分 ・0.5%ク エ ン酸 室 温30分 ・n-ヘ ブタ ン 室 温

30分

(エ)実 施 期 間

平成10年5月 ～平成11年2月
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ウ 検 査機 関 衛生研 究 所 生活科 学 部 食 品添加 物 研 究科 容 器包装 研 究 室

エ 調 査結 果

(ア)使 用 中の食器 等の 実態 調査(第1表)(第1図)

a 95℃ の水 によ る溶 出 試験 で、258検 体 中255検 体(98.8%)か ら0.1～120.4ppbの

範 囲でBPAの 溶 出 を認 め た。平均 溶 出値 は6.1ppbで あ った 。

b 95℃ の水 にお いて 、 平均溶 出量 が 最 も高 か ったの は「は し」であ り、次 いで 「碗 」

「皿」 の順 で、「マ グ カ ップ」2検 体 と「哺乳瓶 」の1検 体 か らは検 出 され なか った。

c n-ヘ プタ ンに よ る溶 出試験 で 、258検 体 中57検 体(22.1%)か ら0.2～2.8ppbの

範囲 でBPAの 溶 出 を認 め たが 、検 出率 ・溶 出量 と も に95℃ の水 よ り低 か った。

(イ)学 校 給食 用食 器の経 時 変化 調査(第2表)(第2図)

a 95℃ の水 に よる溶 出試験 で、使 用開 始 前 は5検 体 中3検 体 がNDで あ った が 、1日

使 用以 降 は全て の検体 か ら平均 溶 出 量0.5ppb～2.2ppbの 範 囲でBPAが 溶 出 した。

b 4%酢 酸 で は、30日 目に5検 体 中2検 体 か ら各 々0.5ppb溶 出 した他 は 全 てNDで あ

った 。n-ヘ プタ ンで は 、平均 溶 出値 が1日 に0.2ppbで あ った他 は、 全 て の検 査

時点 でNDで あ った。

(ウ)哺 乳瓶 の経 時変化 調 査(第3表)(第3図)

a 95℃ の水 によ る溶 出 試験 で、A社 製 品は0.2ppb～0.6ppbの 範 囲で 、 ま たB社 製

品は0.1ppb～0.7ppbの 範 囲 で、全 て の検 査 時点 で 各 々5検 体全 て か らBPAが 溶出

した。 なお、 両社製 品 と も、経 時 的 な溶 出量 の増 加 は 認 め られ なか っ た。

b 0.5%ク エ ン酸 に よ る溶 出試 験 で 、 両社 製 品 と もBPAの 溶 出 は ほ とん ど見 られ

ず、 平 均 溶 出量 は全 て の検 査 時点 でNDで あ った。 ま た、n-ヘ プタ ンで は 、A社 製

品は7回 、B社 製 品 は8回 まで 、 そ れ ぞ れ0.1ppb～0.5ppbの 範 囲 でBPAが 溶 出

した もの の、 それ以 降 の溶 出は ほ とん ど見 られ な か った。

オ 考 察

す べ て の試 験 にお い て 、BPAの 溶 出 率 ・溶 出量 は 、95℃ の水 の 溶 出条 件 で最 も高 い傾

向が 見 られ た。 また、 経 時 変化 調査 にお い て、 学校 給 食 用食 器 、 哺乳 瓶 と も に95℃ の 水 に

BPAの 溶 出 が続 い て い る こ とが判 明 した。 これ は、 一 般 に 、ポ リカー ボネ ー ト製 品 が 高

温 ・多湿 の環 境 下 で は劣 化 しや す い こ とか ら、 煮沸 や 、 そ れ に近 い条 件 で、 表 面及 び 表 面

層 の加水 分解 が 進行 して お り、BPAの 溶 出 につ なが るもの と推 測 され た。

カ ま とめ

高温 の 水 の影 響 下で 、 ポ リカ ーボ ネ ー ト製 食器 か ら微 量 のBPA溶 出 が あ る ことが 明 ら

か とな った 。BPAの 生 体 影 響 につ い て は 、 今後 の調 査 研 究 を待 たな けれ ば な らな い が 、

消 費者 の 不 安解 消 の ため には 、使 用 に 際 して 、BPAの 溶 出 を よ り少 な くす る方 法 を 示 す

必要 が あ る。

今 回 の調 査結 果 を契機 に 、業界 団体 は、BPAの 溶 出 量 低減 の ため 、「ポ リカー ボネ ー ト

製食 品容 器 の形 成加 工 ガ イ ドラ イ ン」 と 「ユ ーザ ー に対 す る取 扱い 上 の 留 意事 項 」 を作 成

した。

今 後 は 、 これ らに よ り、 必 要以 上 に長 時 間 の煮 沸消 毒 を避 け る こ とな ど、 都 民 に正 しい
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情報 を提 供 してい くよう努 め てい かな けれ ば な らない。

(8)鶏 卵 中のS.Enteritidisに 対 す る抗 体保 有 状 況及び 汚染 実 態調 査

ア 調査 目的

近 年 、サ ル モ ネ ラに よ る食 中 毒 が増加 傾 向 を 示 してお り、 な かで も、S.Enteritidis

(以 下 「SE」 とい う。)に よ る食 中毒 が 増加 してい る。 原 因 食 品に つ い て は、「卵及 び そ

の加 工 品」 が増 加 して い る こ とが指 摘 され て お り、 この 背 景 に は、 ニ ワ トリのSE感 染 率

の増加 とそれ に伴 う汚 染 鶏卵 の 増加 が指 摘 され て い る。 従 って、本 菌食 中毒 の 防止 にはSE

感染 鶏 の淘 汰 や感 染防 止 或い は汚染 鶏卵 の排 除 が重要 で あ る。

最近 、SE感 染鶏 の 血 中抗SE抗 体及 び鶏 卵 中の移 行 抗 体 を酵 素 抗体 法 を用 い て検 出 す

る方 法 が開 発 され た。 これ を用 いて 、 市販 鶏 卵 のSE汚 染 の 実 態 を把握 す る 目的 で、 都 内

に流通 す る鶏 卵 の移 行 抗 体 の保 有 状 況 を調 査 す るとと も に、 あ わせ て 、 サ ル モネ ラ汚 染 状

況 の調査 を行 っ た。

イ 実施 期 間

平成10年9月 ～平 成11年1月(新 規)

ウ 調 査 内容

(ア)都 内 で販 売 され てい た鶏 卵10銘 柄 を、平成10年9月 と平成11年1月 の2回 購 入

し、SE抗 体及 びサル モ ネ ラの検 査 を行 っ た。(1銘 柄 につ き1パ ック10個 入 り×3パ ッ

ク購 入)

(イ)検 査項 目

a SE抗 体 検 査

b 細 菌検 査(サ ル モネ ラ 表面 ・中身)

(ウ)検 査機 関

a衛 生研 究 所 微 生 物部 細菌 第 一研 究科 食 品細 菌研 究 室

b衛 生研 究 所 生活 科 学部 乳 肉衛 生研 究 科 食 肉魚 介 細 菌研 究室

エ 試験方 法

SE抗 体検 査 につ い ては 酵素 免疫 測定 法(ELISA法)に よる

オ 調 査結果

(ア)SE抗 体 検 査

a表-1に 、 銘柄別SE抗 体 保有 率試 験 結果 一覧 を示 した。

10銘 柄 の 生産 者(農 場)は8道 県 に わ た ってお り、 岩 手 県 と茨城 県 が2銘 柄 ずつ で

あ った。

SE抗 体 陽性 卵 は群 馬 、福 島、 茨城 、 静 岡の4県 で 生産 され た もの にみ られ た。

b表-2に 鶏卵300個 につ い ての成績 を示 した。

SE抗 体 陽性 卵 は9月 に12個(4%)、1月 に9個(3%)確 認 され た。

また、、疑 陽性(±)の もの が9月 に14個(4.7%)み られ た。

c表-3に パ ック単 位の 成績 を、 表-4に 銘柄 別 の成 績 を示 した 。

9月 に陽性 で あ った12個 は、1銘 柄 の3パ ックにみ られ た もので あ る。
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1月 は4銘 柄5パ ックが 陽性 で あ っ たが、 この うち の1銘 柄2パ ック は、9月 に 陽

性 であ ったもの と同一 銘柄 であ っ た 。

(イ)細 菌検 査

鶏 卵 計600個 の 表 面 と中身 につ い てサ ルモ ネ ラを 検査 した結果 、1個(表-1のNo5

の9月 買上 げ分)の 表 面 か らサル モ ネ ラ07群(菌 型 不 明)を 検 出 した が、SEは す べ て

の 検体 か ら検 出され な か った。

力 検 査法 の 問題等 と今 後 の 予定

(ア)平 成11年4月 よ り、 我 が国 で は最 初 に発売 され る こと にな っ た本 検査 法 に よ る検 査

キ ッ トの性能 は開発 途 上 と考 え られ 、 次の よ うな 問 題 が あ る。

a本 調査 で用い たidexx社 の検 査 キ ッ トの結 果 と比較 す るた め 、現 在 開発 中 の他

社 の検 査 キ ッ トを参 考 と して用 い、 検 査 を行 った と こ ろ、両 法 間 で 陽性 卵 数 に大 き な

差 が 認 め られた。

こ の 理 由 と し て は 、 開 発 中 の キ ッ トを 用 い た こ と も あ る が 、 本 調 査 に お い て

idexx社 の キ ッ トにつ い て も 有効 性 の 評価 を行 っ てい な い た め、 今 後 は他 の 複 数

の検 査 キ ッ トを用 いて 調査 を実施 し、比較 検討 を行 う必要 があ る。

b昨 年 よ り、SEワ クチ ンの 輸 入 が 承 認 され 、 九 州 地 方の 一部 の 養鶏 場 で使 用 され て

い る との情報 があ るが 、今後 、SEワ クチ ンが 全 国 的 に普 及 した場 合、 本法 に よ りSE

抗 体 陽 性 の結果 が 得 られ て も、 養 鶏場 に おい て 免疫 が行 われ た こ とに よ るもの か 、 自

然感 染 に よるもの か確 認 で きない お それ が ある。

(イ)今 後 は、 これ らの 技 術 的課 題 の解 決 を図 り、 デ ー タの信 頼性 を高 め てい くと とも に、

検 査結 果 に基づ く行 政 処 置 につ いて も検 討 してい か な けれ ばな らな い。

今 回 、9月 と1月 の2回 とも陽 性 卵 の み られ たの は1銘 柄(表-1のNo5)の み で あ

り、 な おか つ、 この銘 柄 の陽性 卵 は6パ ック中5パ ック の高 率 で検 出 された(表-)。 こ

の こ と か ら、 この養 鶏 場 のSE汚 染 が強 く推 察 され る もので あ るが 、 今後 、 この よ うな

場 合 の 養 鶏場 と鶏 卵 に対 す る処 置 等 につ いて 、鶏 卵 の 流通 全体 の 中で 、 関係 者 と対 応 を

協 議 して いかなけれ ば な らない 。

(ウ)鶏 卵 のSE陽 性 率 は0.02～0.03%程 度 といわ れ て お り、細 菌 検査 に よ って 汚染 鶏 卵 を

排 除 す る ことは膨 大 な 労 力 を必 要 とす る。 一方 、鶏 卵 中のSE移 行 抗 体の検 査 にお い て

は、 現 在 のSE保 菌 鶏 の み な らず 、過 去 にSEに 感 染 した鶏 につ い て も調査 出 来 る た め、

養 鶏 場 のSE汚 染 実 態 を よ り簡便 に 把握 す るこ とが 出来 る。 そ こで 、鶏 卵 のSE汚 染 実

態 調 査 の ため に、 従 来 の 細 菌検査 に 代 わ り、鶏卵 中 のSE移 行 抗 体 検査 法 を導 入 す る こ

とが 出来 れ ば、よ り迅 速 で 的確 な行 政措 置 が可能 とな る。

平 成11年11月 よ り、 生食 用 の 鶏卵 に対 す る表 示 の義務 づ け が施 行 され る等 、鶏 卵

流通 に対 す る監視 体 制 を強化 して い く必要性 があ るこ とか ら、 来 年度 も引 き続 き本調 査

を継続 し、鶏卵 のSE汚 染 実態 を把 握 してい くこ と とす る。
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(9)輸 入食 品 に お ける寄生 虫類 実 態調査

ア 調査 目的

近 年、わ が 国 では、食 品の輸 入 届 出件 数 、輸 入 量 とも に急 激 に増 加 し、 世 界 各国 か ら さ まざ

まな魚 介類 や 食 肉類 、 生鮮 野菜 類 、農 産物 加 工品等 が大 量 に輸 入 され るよ うにな った。

ま た、 グル メ ブー ムな どの 影 響 に よ り、 食 生 活の 多様 化 も同 時に 急 激 に進 行 して い る 。

そ の た め 、過 去の 疾患 と考 え られて き た さ ま ざまな 寄 生 虫症 に感染 す る 可能 性 も懸念 され

る ように な っ た。

この様 な観 点 か ら、 機 動 班 第5班 は、 平成7年 度 か ら継 続 して、 都 内 に流通 す る各種 の

輸 入食 品 につ いて 安全 性 を確 認 す る ため 、 寄 生 虫の実 態 調 査 を実施 す る とと もに、 国 内 外

にお け る寄 生 虫症 の発 生状 況 につ いて も調 査 を行 って きた 。

平成10年 度 は米 国 な どで水 や 食 物 を媒 介 して原 虫 類 に感 染 す る事 例 が 報告 され て い る

こ とか ら、 無 殺 菌 ・無 除 菌 ミネ ラル ウォー タ ー類 や生 食 され る果実 類 な ど を中心 に調 査 を

実施 した。

さ らに、 戦 後 、 日本 の衛 生環 境 を 高 め る た め に貢献 した 「寄 生虫 予 防 法 」 が平成6年3

月 に廃 止 され 、 寄生 虫症 の動 向が 把 握 で きな くな っ た こ とか ら、生 食 され る国内産 の 魚 介

類 につ い て 、 寄 生虫 に 関 す る調 査報 告 が少 な い魚種 を 中心 に調査 を実施 したの で併 せ て 報

告す る。

イ 調 査 内容

(ア)実 施 期 間 平成10年4月 か ら平成11年3月 まで(継 続)

(イ)調 査実 施 方法

都 内販 売店(デ パー ト、 スー パー)及 び卸 売市場 内 仲卸 か ら買上 げ し、検 体 と した。

(ウ)調 査 品 目 ・検査 項 目

a輸 入 ナチ ュラル ミネ ラ ル ウォー ター 類13品 目278検 体

原 虫類(ク リプ トスポ リジ ウム、 サ イ クロス ポー ラ、 ジアル ジア)

b輸 入 果 実類5品 目(ラ イチ ・ドラ ゴ ン フル ーツ ・ス タ ーフル ー ツ ・ブラ ックベ リー

・ブル ーベ リー)95検 体

原 虫類(ク リプ トス ポ リジ ウム、 サ イク ロスポ ー ラ、 ジ アル ジア)

c魚 介類3品 目104検 体

(a)輸 入1品 目:ヒ ラメ12検 体

寄 生 虫(魚 介 類)

(b)国 内2品 目:ワ カサ ギ ・チ カ ・92検 体

ワカサ ギ、チ カ 寄 生虫(魚 介 類)

(エ)検 査機 関 都 立衛生 研 究所 微 生物 部 細菌 第 二研 究 科 寄 生 虫研 究 室

ウ 検 査 方法

各調 査 品 目 ともに都 立衛 生 研 究所 微 生物 部 細 菌第二 研 究 科 寄生 虫研 究室 使 用検 査法 に よ

る。
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エ 調査 結果 及 び 考察

(ア)輸 入 ナチ ュ ラル ミネ ラル ウォー ター 類

我 国 で は 、 ミネ ラル ウ ォー ター 類 の 規 格 基 準が1986年 に改 正 され 、国 内 で も殺 菌

また は 除 菌 を要 しな い ミネ ラル ウ ォー タ ー 類 の生産 が 可能 とな った 。 しか し、現 在 ま で

の と こ ろ、 国 内で生 産 され て い る ミネ ラ ル ウォー タ ー 類 は全 て 殺 菌 また は除 菌 が行 わ れ

てい る。

一 方 、1980年 にEC域 内だ け で 通 用 す る「ナ チ ュ ラル ミネ ラル ウ ォー ター 」のEC

指令 が 制 定 され 、「ナ チ ュラ ル ミネ ラル ウォー ター」 は殺 菌や除 菌 な どの処理 が域 内で は

禁 止 され た。

そ の た め 、現在 、 ヨ ー ロ ッパ 諸 国 か ら輸 入 され て い るナチ ュ ラル ミネ ラル ウォー タ ー

類 は殺 菌 または 除菌 が 一 切 行わ れ て い な い 。 そこ で、EC域 内 産 ナ チ ュ ラル ミネ ラル ウ

ォー ター 、発 泡性4品 目112検 体 及 び 無 発泡性9品 目166検 体 に つ いて検 査 した 。

ク リプ トスポ リジウムや サ イ クロス ポー ラな どの原 虫類 は検 出 され な か った。

殺 菌や 除菌 な どが行 わ れ てい な い 「ナ チ ュ ラル ミネ ラル ウ ォー ター 」 は 『源 泉地 の 保

護 が厳 密 に行 われ 、 源泉 が汚 染物 質 な どの 影響 を 受 け な い よ うな管 理 体 制 の元 で 製 造 し

て い る』 と、 言 われ て い る。 しか し、 源 泉 地の保 護 と は い って も野 生 動 物 等の 侵 入 を 完

全 に防 ぐこ とは で きな い 。源 泉地 が原 虫 な どに感 染 した野 生 動物 の 汚 染 を受 け た場 合 、

原虫類 に汚 染 され た製 品 が製 造 され 、消 費者 が原 虫 に感 染 す るこ とも 十分 に考 え られ る。

EC指 令 が有 効で あ る限 り、 今後 も定 期 的 に検査 を実 施 、 安 全性 を確 認 す る必 要 が あ る

考 えて い る。

(イ)輸 入果 実 類

こ こ数 年 、 ア メ リカ な どで食 品 を媒 介 した ク リプ トス ポ リジ ウムや サ イ ク ロス ポ ー ラ

の集 団感 染 が 報告 され て い る。 その 原 因食 品 と して ラ ズベ リー や ア ップル サ イダー な ど

が疑 わ れ て い るこ とか ら、 昨 年、 生 食 用 果 実や原 料 用 果 汁 な どの検 査 を実施 し、原 虫類

不検 出 の 結 果 を得 てい る。 今 回 は未 検 査 の果 実 を 中心 に5品 目95検 体 につ い て実 施 し

たが、 昨 年 同様、原 虫 類 は検 出 され な か った。

ア メ リカ な どで発 生 した ガテマ ラ産 ラズ ベ リー に よ る事件 で は、 農 薬 撒布 や散 水 に使

用 して い た河 川の水 が サ イ ク ロス ポ ー ラ に汚 染 されて い た こ とが 判 明 し、事 件後 、FDA

やCDC指 導 の も とガテ マ ラの ラズ ベ リー 農 家及 び 輸 出 業 者 はHACCPの 考 え を取 り

入 れ た衛 生 安全対策 を 導 入 した。

しか し、 そ の後、2件 の 集 団感 染 事 件 が 発 生 し、対 策 が未 だ不 十 分 で あ る こ とが 露 呈

した 。経 済 的理 由に よ り、 農産 物 の 生 産 時 に河川 水 を直 接利 用 せ ざ る を得な い地 域 が あ

る限 り、 今後 も定期 的 に検 査 を実施 し、そ の 安全 性 を確 認 す る必要 が あ ると考 えて い る。

(ウ)ヒ ラメ

輸 入 ヒ ラメ12検 体 を検 査 した と こ ろ、2検 体 か らア ニサ キス が検 出 され た。 ア ニ サ

キス が検 出 された ヒラ メ の産地 は ボ ス トンで あ り、寄 生 数 はそ れ ぞれ1隻 及 び2隻 で あ っ

た。

寄生 部 位 は 内臓 部分 の みで あ り、筋 肉 中に は確 認 で きな か った。 寄 生個 数 は少 数で あ っ
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たが 、適 切 に 内蔵 が処 理 されな い場 合 には ア ニサ キス に感 染 す るこ とも考 え られ る。

ア ニサ キス症 の症例 で は オ ヒ ョウや カ レイ な どが原 因 食 で あ るこ とが 多 い こ とか ら、

今後 も引 き続 き検 査 を 実施 し、 産 地別 の 寄 生状 況 な どの 実 態 を把握 す る必 要 が あ る と考

えて い る。

(エ)ワ カサギ 、チ カ

国 内産 ワ カサ ギ80検 体 、 チ カ22検 体 につ い て検 査 を行 っ た と ころ 、 ワ カサ ギ29

検体 か らコ ン トラ シー カ ム第二 期 幼虫 が検 出され た。

ワ カサ ギか ら検 出 され た コ ン トラ シー カ ム は アニ サ キ ス 亜科 に属 す る線 虫で あ り、 中

間宿 主 中で 第3期 まで の 幼 虫 とな る。 最終 的 には 鳥類 や鰭 脚 類 に寄生 し成 虫 とな る。 そ

の た め、 ア ニ サ キス 同様 、 人が 最 終宿 主 に な る こ とは な い が、 胃壁 や 腸 管 壁 に穿 入 し腹

痛 な どの 症状 を呈す る こ とがあ る。

ワ カサ ギ は一 般 的 に生 食 され る こ とはな いが 、 内臓 を処 理 せ ず に加 熱 調理 され る こ と

が多 い 。 この 際 、 加熱 が 不十 分 で あ っ た場 合 には コ ン トラ シー カム が 生 きた ま ま摂 食 さ

れ て 感染 す る可 能性 も否 定 で きな い 。 さ ら に、 ワ カサ ギ に寄 生 して い た コ ン トラ シー カ

ムは 第 二期 幼 虫 で あ り、 虫 体 が全 長 で1cm程 度 と非常 に 小 さい。 そ の た め、 内臓 を処 理

した場 合 、 まな板 等 の 器 具 に コ ン トラ シー カ ムが 付着 した と して も気 づ かな い こ とが あ

る。 ワ カサ ギ を処 理 した 後 、 まな 板 等 の 洗 浄 が不 十分 な場 合 には それ らの 器 具等 を介 し

て コ ン トラシ ー カ ムの 二 次汚 染 が 起 き、 汚 染 を受 け た食 品 を摂食 す る こ とに よ りコ ン ト

ラ シー カム に感染 す る こ とも考 え られ る。

コ ン トラシー カム以 外 に、ワカサ ギ15検 体 及 びチ カ22検 体 か ら種 不 明裂 頭条 虫(幼

虫)が 検 出 され た 。 しか し、種 は未 同定 で あ り、 今 回 の 検 査 で は人 へ の感 染 の 有無 につ

いて は不 明で あ る。

オ ま とめ

平成7年 度 か ら輸 入 食 品 にお け る寄 生 虫類 の実 態調 査 を行 ってお り、これ まで に食 肉類 、

魚 介類 、野 菜 類 、果 実 類 、 ミネ ラル ウ ォー タ ー類 な どの調 査 を実施 して きた 。 海外 で は さ

ま ざ まな食 品 に よ る寄 生 虫 症 の報 告 があ り、原 因食 と考 え られ る食 品 を対 象 に これ まで 調

査 を実 施 して きた が、 本 年度 まで の 調査 で は魚 介 類以 外 の 食 品か ら寄 生 虫類 は検 出 され な

か った 。

国は 、 平成9年9月 に食 品衛 生 調査 会 食 中毒 部会 食 中 毒 サ ー ベイ ラ ンス 分 科 会 を開 催 、

食 品媒 介 の寄 生 虫 疾患 対 策 につ い て検 討 を行 い 、 当面 の 対 策 と して 、原 虫類 の検 出 方 法 の

確 立 や 国 内外 の 食 品の 寄 生 虫汚 染 実態 及 び 当 該疾 患 の発 生 状 況 につ いて の情 報 把 握 な ど を

あ げて い る。 そ の ことか ら、 国や 各 自治体 を は じめさ ま ざ まな検査 機 関 で 寄 生 虫に 関 す る

検査 が拡 充 され て くる と推 察 され る。

ドジ ョウの躍 り食 い に よ る顎 口虫症 、 ホ タル イ カの 生 食 に よ る旋尾 線 虫 症 、 イ カや サ バ

によ る アニ サ キス 症 な ど、 日本 人 の食 文 化 で あ る生 食 と寄 生 虫症 に は深 い 関 係 が認 め られ

て い る。

今 後 は 国の 動 向 を見な が ら、 国 内外 の 文 献 調査 を引 き続 き努め る と とも に 、輸 入食 品 に

限 らず 、 寄生 虫症 の感 染 源 と して考 え られ る 生食 用 の食 品 を対 象 に調査 を実 施 し、 食 品 中
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の 寄 生 虫 汚 染 実 態 に つ い て 把 握 に 努 め て い き た い 。
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・Foodborne outbreak of cryptosporidiosis Spokane, Washington, 1997 (MMWR47(27):

565-567, 1998)

・Outbreak of cyclosporiasis Ontario, Canada, May 1998(MMWR 47(38):797-802, 1998)

・近 年 増 加 傾 向 に あ る 寄 生 虫(症)(食 品 衛 生 学 雑 誌,Vo1.38, No5,1997)

(10)バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー を 応 用 し た 食 品 等 の 衛 生 学 的 調 査

ア 調 査 目 的

バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー は 、21世 紀 に 向 け て 、 化 学 工 業 、 医 薬 品 工 業 、 農 林 畜 水 産 業 等 幅

広 い 産 業 分 野 に お い て 質 の 高 い 雇 用 の 場 と 新 規 ビ ジ ネ ス の 機 会 を も た ら す と と も に 、 循 環

型 経 済 社 会 の 実 現 に 貢 献 す る こ と が 期 待 さ れ て い る 。 科 学 技 術 庁 、 文 部 省 、 厚 生 省 、 農 林

水 産 省 、 通 商 産 業 省 が 平 成11年1月 に 申 し 合 わ せ た 「バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 産 業 の 創 造 に 向

け た 基 本 方 針 」 で は 、2010年 ま で に 市 場 規 模25兆 円 を 展 望 し た 環 境 整 備 を 目 指 し て い る 。

し か し な が ら 、 消 費 者 に と っ て 、 バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー は 未 知 の 技 術 と お も わ れ が ち で 、 安

全 性 に つ い て 漠 然 と し た 不 安 感 が あ る 。

今 回 は 、 細 胞 融 合 技 術 で 作 っ た 青 枯 病 抵 抗 性 を 持 ち 、 初 期 収 量 の 多 い ナ ス と 、 組 織 培

養 技 術 で 作 っ た 青 枯 病 抵 抗 性 が あ り、 灰 色 か び 病 に も 強 い 高 糖 度 の トマ ト に つ い て 有 害 副

産 物 の 生 成 の 有 無 及 び 栄 養 学 的 な 問 題 の 有 無 に つ い て 在 来 種 と 比 較 し た 。

イ 調 査 内 容

(ア)調 査 期 間 平 成10年4月 よ り 平 成11年3月(継 続)

(イ)対 象 品 目

a細 胞 融 合 技 術 を 応 用 し た ナ ス(商 品 名 ナ ク ロ ス)

ナ ク ロ ス は 、 カ レ ヘ ン(接 ぎ 木 用)と 千 両 二 号 の 細 胞 融 合 雑 種 で あ る 。 夏 秋 な す 産

地 の 青 枯 病 対 策 と し て 、 ヒ ラ ナ ス(接 ぎ 木 用)等 既 存 の 抵 抗 性 台 木 が 罹 病 す る 地 域 の

抵 抗 性 台 木 の 育 成 と カ レ ヘ ン の 初 期 生 育 の 悪 さ を 補 う よ う な 台 木 の 育 成 を 目 的 と し て

い る 。 最 も類 似 す る 対 象 品 種 は 、 カ レ ヘ ン 、 ヒ ラ ナ ス で あ る 。 幼 果 の 果 皮 色 は 、 ヒ ラ

ナ ス 、 カ レ ヘ ン で は 緑 色 で 斑 紋 が 入 る の に 対 し て 、 ナ ク ロ ス は 、 黒 色 。 熱 果 の 果 皮 は
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ヒラナ ス が最 も濃 い赤色 系で 、カ レヘ ン、 ナ クロス は オ レンジ色で あ る。果 実 と種 子

の大 き さは、 ヒ ラナ ス、 カ レヘ ンの 中間 の 大 きさで あ る 。対照 品 は 「千 両二 号(元 野

菜)」。

b組 織 培 養 技術 を応 用 した トマ ト(商 品名 越 のル ビー)

青 枯病 抵 抗 性 を持 ち食 味 が良 好 な果 実特 性 を持 つ母 親 のNO.135と 果 実 は10g前 後 で

あ るが 、糖 度 は 最高16度(Brix)を 発 現 す る能 力 を持 つ 父親 の ミニ16を 交配 し、組 織

培養 増殖 を行 っ た品種 で あ る。 高糖 度 で 、食 味の 良 い果 物 タイ ブの トマ トで 青枯病 抵

抗 性 、灰 色か び病 にも強 い 方で あ る が、葉 かび病 は多 少発 生す る。果 実 は40g前 後 の

球 形 で 、 完 熟 時 の果 色 は鮮 紅 色 で、 果 皮 には 光沢 が あ る。Brix糖 度 は 、半促 成栽 培 で

6～8度 、抑 制 栽 培 で7～9度 に な り、抑制 栽培 での 適 応性 が高い 。対 照 品 は「桃 太 郎

8(在 来 種)」、「ミニキ ャ ロル(在 来 種)」。

(ウ)検 査機 関

都立 衛 生研 究所 食 品研 究 科 中 毒化 学研 究 室、

栄 養研 究 科 栄 養 研 究室 生化 学研 究室 食 品分析 研 究室

(エ)検 査項 目

a動 物 試 験 、変 異原 性 試験(Amesテ ス ト)、 栄養分 析(炭 水 化物 、脂 質 、タ ンパ ク質 、

ミネ ラル 、灰 分 、 ビタ ミ ンA、 ビタ ミンB、 ビタ ミンB2、 ビタ ミンC、 ビタ ミンE、

ビタ ミンK類 、 ナ イア シ ン、エ ネル ギー 、 リコペ ン、 水分 、廃 棄率)、 堅 さ試験

b動 物 試 験 、 変異原 性 試験(Amesテ ス ト)、 栄養 分 析(炭 水 化物 、脂 質、タ ンパ ク質 、

ミネ ラル 、灰 分 、 ビタ ミンA、 ビタ ミンB、 ビタ ミ ンB2、 ビタ ミンC、 ビタ ミンE、

ビタ ミ ンK類 、 ナ イ ア シ ン、エ ネ ル ギ ー、 リコペ ン、 水分 、 廃 棄率)、 トマチ ン、堅

さ試験

ウ 調 査結果

(ア)ナ ス

a動 物 試 験:マ ウス に異 常 は認 め られ なか った。

b変 異原 性 試験:変 異原 性 は認 め られ なか っ た。

c栄 養 分 析:ナ ク ロス、 対 照 品双方 の比 較及 び四 訂食 品成 分 表 と も比 較 した結 果、

特 に違 いは 認 め られ な か った。

d堅 さ試 験:輪 切で数 カ所 の点 を測定 した場 合、 最 大荷 重は ほぼ 同値 で あ るが、 破 断

荷 重は 、千 両二 号 に比ベ ナ クロス が低値 で あ る。

また、 たて 切(柵 状)に した場 合 につ いて も同様 な傾 向 で あ る。しか し、

皮付 きの 場 合 には、 皮の 堅 さ につい て破 断歪 率が ナ クロス の 方がや や高

い傾 向 にあ っ た。な お、加 熱(ゆ で)し た場 合 いずれ の測 定 項 目もほ ぼ 同

値 であ る。

(イ)ト マ ト

a動 物 試験:マ ウス に異 常 は認 め られ なか っ た。

b変 異原 性 試験:変 異原 性 は認 め られな か った。

c栄 養 分 析:越 の ル ビー 、在 来種 、 四 訂食 品成 分表 の トマ ト(果 実)を 比 較 した結果 、
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特 に違 いはな か った 。

d堅 さ試験:皮 部 側 か らプ ラ ンジ ャー を挿 入 し破 断 試 験 を実施 した。最 大荷 重 は、 い

ずれ も大 きな差 はみ られ なか ったが 、 破断 荷 重、破 断 歪率 い ずれ も、桃

太郎8が 最 も高 い値 を 示 し、越 のル ビー、 ミニキ ャ ロル はほ ほ 同 じ値 だ

った。

eト マ チ ン:特 に問 題 は なか った 。

エ まとめ

(ア)ナ ス お よび トマ トに共 通 する こ と

作 物 の栽 培条件 、 熟 度 等 に よっ て検 査結 果 は変 わ って くる可 能性 があ るが 、今 回調

査 した分 析結果 の範 囲 内 では安全 性 に問題 とな る よ うな点 は認 め られな か った。

(イ)ナ ス につ いて

今 回調査 した分 析 結 果 の範 囲 内で は、堅 さ試 験 は 、輪 切 の場合 、ナ クロス の方 が 柔

らか い といえ る。 ま た、 たて切(柵 状)に した場 合 に つい て も同様 な傾向 で あ る こ と

が示 されて い る。 しか し、皮付 きの 場 合 には、 ナ ク ロ スの方 が食 感 は堅 く感 じ られ る

と思 わ れ る。なお 、 加 熱(ゆ で)し た 場合 、加熱 調 理 した時 の食 感 に大 きな差 異 は な

い と思 われ る。

(ウ)ト マ トについ て

今 回調 査 した分 析 結 果 の範 囲内 で は 、食感 は越 のル ビー は対 照 の ミニキ ャ ロル と同

等、 対照 の桃太郎8と 比較 す る と柔 らか い とい え る。

オ お わ りに

今 回調 査 したバイオ テ ク ノロ ジー応 用 食 品2品 目に つ い て、安全 性 に問題 とな る点 は 、

認 め られ な か った。す で に遺伝 子組 換 え食 品の輸 入 が始 ま ってお り、消 費者 の関 心 も高 い 。

遺 伝 子 組 換 え技術 に対 す る消 費者 の理 解 度 に よ り、 社 会 的 受 容(パ ブ リックア ク セ プ タ

ンス)が 大 き く左 右 さ れ るこ とか ら、 今 後 ともバ イ オ テ ク ノロ ジー 応 用食 品 の安 全 性 を

確 認す ると ともに情 報 の 収集 や提 供 が必 要 であ る。

また 、食 品衛生調 査 会 の報 告 で は、 遺 伝 子組 換 え 食 品 に対 す る表 示 につ い て 「表 示 を

必 要 とす る意 見」 と 「表 示 を必 要 と しな い 意見」 が 両 方 併 記 され 、 さ らに検 討 す る こ と

にな っ て い る。遺伝 子 組 換 え食 品 につ い て 消費者 の 間 に不 安 があ る現状 にお いて は、 表

示 の信 頼 性 を確保 す る こ とが求 め られ る こ とか ら、 一 般 食 品 を対 象 に その 表 示 が適 正 で

あ るか 否か を確認 す る調 査 も試み る必 要 が あ る。

(11)Vero毒 素産 生性 大腸菌 の 汚染 実態 調査

ア 調査 目的

Vero毒 素 産生性 大 腸 菌 に よる感 染症 は 、腸 管 出血 性 大 腸 菌感 染 症 と して 平成8年 に伝

染 病 予 防法 に よる指 定 伝 染 病 とな り、 平 成11年4月 か らは 、伝 染病 予 防法 等 を廃 止 統 合

し、新 た に制 定 され た 「感染 症 の 予防 及 び感 染症 の 患 者 に対 す る医 療 に関す る法律 」 で

三類 感 染症 に分類 され 、 就業制 限 等の 法 的措置 が と られ る こと とな っ た。
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食 品衛 生 法 にお い て も、 腸 管 出血 性 大 腸 菌が加 熱調 理 を行 わず に そ の ま ま喫食 され る

食 品 及 び挽 き肉 か ら検 出 した場合 は、食 品衛 生法第 四条 第3号 に該 当 す る こ と とな って い

る。

腸 管 出 血性 大腸 菌 に よ る食 中 毒 は、 少 量 の 菌数 で発 症 す る こ と、 喫 食 して か ら発 症 す

るま で に時 間 が かか る こ とか ら、 原 因食 品、汚 染経路 が 解 明 され に くいな どの 問題 点 が あ

る。 当所 で は、 平 成9年 度 か ら汚 染経 路 の 解 明の一 助 とす る こと を 目的 と して、食 肉 処

理業 を対 象 に施 設 ・機 械 器 具 類 等 の汚 染 実 態調査 を行 って きた。9年 度 で は、食 肉処 理

業5施 設 を対 象 に、148検 体 につ いて 実施 し、Vero毒 素 産 生性 大腸 菌 は検 出 されな か っ た

た も のの 、 カ ン ピロバ ク ター が 、拭 き取 りか ら3、 食 肉 か ら1、 検 出 され た。食 肉 か ら

検 出 され た1検 体 の み がCampylobacter coliで 、 他の 検 体 は全 てCampylobacter spp.で

あ り、 とも に食 鳥肉 か らの汚 染 が 強 く示 唆 され た。

10年 度 で は 、 検査 規模 を拡 充 し、 定 点 観 測 とい う こ とで 、 同 一施 設 で の 経時 変化 を み

るこ と と した 。

なお 、 当調 査 は 「Vero毒 素産 生 性 大腸 菌 」の 汚染 実態 調 査 と して始 ま っ たが、「Vero毒

素産 生性 大 腸 菌 」 は行 政 的 には 「腸 管 出 血性 大腸 菌」、 一般 的に は、 必ず しも同義語 で は

な い が 「病 原 大 腸 菌」 と もい わ れ る よ う に な り、 統一 が とれ な くな って い る。本 文 中 で

は、 衛 生研 究 所 での 検 査 項 目名 が病 原 大 腸 菌 とな ってい る た め、今 後 は 病 原 大腸 菌 と記

載 す る。

イ 調 査方 法

(ア)調 査期 間 平成10年6月 、7月 及 び8月

(イ)対 象 品 目等

都 内 の食 肉処 理業2施 設(以 下、A及 びB施 設 とい う)に おい て、 年 間で最 も細 菌

汚 染 が懸 念 され る夏 期 に定 点観 測 とい うこ とで、以 下 の検 査 を実施 した 。

A施 設 は 各月1回 の 計3回 、B施 設 は6・7月 各1回 の 計2回 、 実施 した。

a施 設 の拭 き取 り検 査 …病 原 大腸菌 、 サ ルモ ネ ラ、 カ ン ピロバ ク ター

食 肉 処 理 の作 業 中 に、KM式 拭 き取 りビン を用 い 、洗 浄 ・殺 菌 され てい ない機 械 ・

機 具 類 に つい て、施 設 規模 に応 じ延 べ155件 実施 した。

b食 肉 の 買上 げ検査 … 大腸 菌群 、 病原 大腸 菌 、サル モ ネ ラ、 カ ンピ ロバ クター

加 工 中 も しくは最終 製 品の 牛(5検 体)・ 豚(7検 体)・ 鶏(3検 体)の 生 肉15検

体 及 び ゼ ラチ ン1検 体 の計16検 体 につ いて 実施 した 。

c従 業 員の 検便 …病 原 大腸 菌 、サ ル モネ ラ、 カ ンピロバ クター

(ウ)調 査 機 関 東 京都 立衛 生研 究 所 微 生物部 細 菌第 一研 究 科 腸 内細 菌研究 室

ウ 検 査結 果

10年 度 の検 査結 果 につ い て は、次 ペ ー ジの表 の とお りで あ る。

10年 度 につ い て も、9年 度 と同様 に病 原 大腸 菌は 検 出 され な か った 。 しか し、256

検 体 、サ ル モ ネ ラは3検 体 か ら、カ ン ピロバ クター は1検 体 か ら検 出さ れ た。検 出 され たサ

ル モ ネ ラ は、 病 原 性 の 強 い血 清 型Enteritidisで はな く、 全 て07群(血 清 型Infantis)

で あ り、 カ ン ピ ロバ ク ター も食 中毒起 因 菌 であ るCampylobacter coliやC.jejuniで は な
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くCampylobacter spp.で あ った。

品 目別 で は、拭 き取 りか らサルモ ネ ラが1、 カン ピロ バ クター が2検 体 検 出され た 。

また 、検 便 か ら2検 体 サル モ ネ ラが 検 出 され たが 、 これ は 同一 人 で あ り、 検査 の 間 隔

が2週 間 しか なかっ た ため、 除菌 しきれ ず に再度検 出 さ れ たもの で あ る。

※1)Salmolnella infantis(07群)

B施 設:筋 切 り機(豚 カツ用 肉)か ら検 出

※2)Campylobacter spp.

A施 設:冷 蔵庫 床 面

B施 設:原 料 用 バ ッ ト(洗 浄後)か ら検 出

※3)Salmonella infantis(07群)

A施 設:同 一 人 か ら検 出(検 査 間 隔は2週 間)

※4)食 肉 につい ては 大腸 菌群 の検 査 も行 った。結果 は以 下の とお りであ る。

16検 体全 て か ら大腸 菌群 が 検 出 さ れ たが、 菌数 は1gあ た り、300未 満 か ら103

個 の 範 囲内で あ った。

エ 考察 と ま とめ

0157の 検出率 につ い ては、平成8年8月 か ら9年9月 までの全 国 の調査 で0.08%、

平 成8年8月 か ら10年8月 まで の東 京 都 で の調査 で0.07%で あ った 。検 出 した検 体 は

ほ とん どが 牛肉及 び牛 内臓 であ り、食 中毒 事件 の遡 り調 査 で も、 特定 は され てい な いが 、

食 肉類 が強 く疑われ る 結 果 とな っ てい る 。本調 査 で は 、 本年 度 も0157を 含 む病 原 大 腸 菌

は 検 出 され な か った が 、 これ は検 体 数 が 少 ない こ と、 検 査対 象 が 内臓 を処 理 しな い 食 肉

処 理施 設 のみ で あっ た こ と、食 肉 自体 の病 原 大腸 菌 に よ る汚 染 率 が そ れ ほ ど高 くな い こ

とな どに よ る もと思 わ れ る。 しか し、9年 度 と比較 す る と、 カ ン ピロ バ ク ター は4件 か

ら2件 に減 少 した もの の 、サ ル モ ネ ラ が拭 き取 り(筋 切 り機)か ら1検 体 と検 便 か ら2

検体 、 検 出 され た。10年 度 に当所 で 実施 した、本調 査 を除 く全事 業 の うち、病 原 大腸 菌 、

サ ル モ ネ ラ、 カ ンピ ロ バ ク ター を検 査 した2108検 体 中13検 体(約0.6%)か らサ ル モ ネ

ラが検 出 され て い る。 検 出 され た検 体 は 、豚 レバー1検 体 を除 け ば 全 て鶏 肉 で あ り、 本

調査 で検 出 され たサ ル モ ネ ラの血 清 型 が、 鶏 肉か ら検 出 され る頻 度 の 高 いInfantisで あ

る こ と を考 え合 わせ る と、鶏 肉 ・鶏 卵 の 生産 か ら加 工 まで の衛 生管 理 の 重要性 が改 め て

指 摘 さ れ る。 さらに、 食 肉処理 施 設 の 従 業 員 が 同 じ血 清 型Infantisの サ ル モネ ラ を保 有

して い た こ とは、 家庭 に お け る調 理 で の 罹 患の 可能 性 も示 唆 され る。 病原 大腸 菌 につ い

て も同様 で あ るが 、 生 産 か ら消 費 ま で の 各段 階 にお い て 、 菌の付 着 防 止 、増殖 防 止 、 加
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熱 調 理 の徹 底 等 の 食 中毒 予防 の 原 則 を遵 守 す る ことが 必 要 で あ る。米 国で は、1998年 か

ら1999年 にか け て 、食 肉 製 品 を 原 因食 品 とす る リス テ リア に よ る大 規模 な 食 中毒 事件 が

発 生 して い る。 食 肉類 や その 加 工 品 につ い て は、病 原 大 腸 菌 だ けで な くそ の他 の食 中 毒

起 因菌 に よ る汚 染 も常 に考 え る必 要 が あ る 。 また 、食 中毒 の 原 因食 品 と して 、お かか サ

ラ ダや キ ャベ ツサ ラダ等 の サ ラダ 類 があ げ られ て い る。 二 次 汚染 に よ るも の と推察 さ れ

てい るが、 カ イ ワ レ大根 の よ うの 直接 の 原 因 と され た もの もあ る。 生 で食 され る野 菜 類

の 病 原 大腸 菌 等 に よ る汚 染 実 態 調 査 も拡 充 す る必要 が あ る 。11年 度 は、 検 査 項 目に リス

テ リア や黄 色 ブ ドウ球 菌 な ど を加 え、 対 象 食 品 も内臓 肉 や生 食 用 野菜 な ど検 体 数 を大 幅

に増 加 し、 汚 染 経 路 の解 明 と市 販 流通 食 品 の安 全 性 の確 認 に努 め るこ と とす る。11年 度

につ い ては 検 査 規模 を拡 大 しリス テ リア や 黄 色 ブ ドウ球 菌 な どの検 査 項 目 も加 えて い く

必要 が あ る。

(12)食 品 中の微 量有 害化 学物 質 に関 す る調 査

(農 産 物 に お け る微 量有 害化 学 物 質に関 す る調 査)

ア 調査 目的

最近 、DDT等 の有機 汚 染 化 学 物 質 の影 響 と考 え られ る野 生 生物 の 生殖 異 常現 象 が観

察 され るな ど、 新 しい 深 刻 な 問題 が相 次い で報 告 さ れ た。 この ような 現象 は 、極 微 量 な

レベ ル で起 こる とい われ 、 そ う した有 害化 学物 質 の 微量 レベ ル で の 人や 野 生 生物 へ の 影

響 につい て、 世界 各 国で調 査 ・研 究 が盛 ん に行 われ てい る。

現 状 で は こ う した調査 ・研 究 は 、緒 につ い た とこ ろで 、 そ の 因果 関係 は解 明 され て い

ない が 、 人類 の 生 存 に も関 わ る問 題 で あ り、 緊 急 で重 要 な課 題 であ る。 そ の ため、 今 後

の 人 へ の リス ク評 価 を念 頭 にお い た新 たな 調査 が 求 め られ る。 ま た、 人へ の 暴 露の 一 部

は食 品 の摂 取 に よ る とい わ れ て い るこ とか ら、 各種 市 販食 品 中の 汚染 調 査 を実施 し、 こ

れ らの デー タ を蓄積 す る必 要 が あ る。

そ こで、 平 成10年 度 は野 菜 類(き ゅ う り、 トマ ト)に つ い て、 内分 泌 か く乱作 用 が 疑

わ れ 、POPs(残 留性 有機 汚染 物 質)と して も広 く論議 さ れて い る有機 塩 素 系物 質 を

対 象 に実施 したの で報告 す る。

イ 調査 方法

(ア)調 査 期 間:平 成10年6月 ～ 平成11年3月(新 規)

(イ)対 象 品 目:国 産 きゅ う り10品 目、 国産 トマ ト10品 目

(ウ)対 象 品 目の 収集 方 法:多 摩 地 区の地 方 卸 売 市場 及 び野 菜 販 売所 か ら購 入 し、検 体 と

した。

(エ)検 査 項 目:POPs(残 留 性有 機汚 染物 質)等 〔有機 塩 素 系殺 虫剤9項 目〕

α-BHC、 β-BHC、 γ-BHC、 δ-BHC、pp'-DDT、pp'-DD

Eデ ィル ドリン、ヘ プタ ク ロル 、ヘ プタ ク ロルエ ポ キサ イ ド(検 出 限界1ppb)

(オ)検 査機 関:衛 生研 究所 生活 科 学部 食 品研 究科 農 薬分 析研 究室

ウ 検査結 果

ヘ プ タ クロ ル エ ポ キサ イ ドは、 き ゅう り1検 体 か ら75ppb検 出 され た。 また、 デ

―293―



イル ド リンは、他の き ゅ う り1検 体 か ら8ppb検 出 され た。

トマ ト10検 体及 び き ゅ う り8検 体 か らは、検 査 対 象 と したPOPs等 は 検 出 され な

か っ た。

エ 考察

(ア)検 出値 につい て

今 回、 ヘ プタ ク ロル エ ポキサ イ ドを75ppb検 出 した きゅ う りは 、食 品 衛 生 法 の

残 留 農 薬基 準及 び農 薬 取 締 法 に基 づ く農 薬 登録 保 留 基 準 で の基 準 値 は 設定 され て い な

いが、国際残 留農 薬基 準(0.05mg/kg)を 上 回 ってい た。

ま た、 デ ィル ドリン を8ppb検 出 した きゅ う りはデ ィル ドリンの 国際 残 留 農 薬 基

準 〔0.1mg/kg〕 、 残 留農薬 基 準 〔0.02ppm〕 に適合 して いた。

(イ)ヘ プタ ク ロルエ ポ キサ イ ドを75ppb検 出 した きゅ う りの 生産 農家 での 追跡 調 査

当該 きゅ う りの 追 跡 調 査 につ い て労 働 経 済局 農林 水 産部 に依 頼 し、 当該 地 区 を担 当

す る農 業 改良 普及 員 に 同行 して調 査 した。 その 結果 、ヘ プ タク ロル の使 用 に つ いて は 、

自 ら栽 培 して い る き ゅ う りに対 しては こ こ数 年 間 は 使 用 して いな い が 、過 去 の 使 用 の

有 無 は不 明 との こ とで あ る。 ま た、 当該 の 土地 は、 従 前 か ら畑 地 専 用 に使 用 し、木 材

置場 等 他 の用途 に使 用 していな い こ とが確認 で きた 。

調 査 の結 果 か ら、1972年 まで に農薬 と して使 用 され たヘ プタ ク ロル が 当 該 圃場

に26年 以 上の 長 期 に わ た り、 そ の 酸化 生成 物 の ヘ プタ ク ロル エ ポ キサ イ ドと して残

留 し、深 さ1メ ー トル 程 度 まで 多 くの 根 を張 らせ る とい われ る きゅ う りの根 か らの 吸収

に よ り検 出され た もの と推 測 され る。

な お 、ヘ プタ ク ロル は1972年 に農薬 登 録 が 失 効 し、 そ れ 以 降 シ ロア リ駆 除剤 な

どの用 途 に1986年 まで使 用 され た物 質 であ る。

(ウ)作 物 に よる検 出状 況 の特徴 につ い て

検 査対 象 品 目と した 国産 の き ゅ う り及 び トマ トに つ い て、 平成6年 度 か ら平成8年

度 のヘ プ タクロル エ ポ キサ イ ド、 デ ィル ドリンの検 査デ ータ を表-1に 示 した 。

表-1過 去 の 検 査 デ ー タ(き ゅ う り 、 ト マ ト)

(出 典)1)厚 生省食 品化 学 課:「 食 品中 の残 留農薬 」日本食 品衛 生協 会 、(1996.1997.1998)

(注)2)検 出検体 数/検 査検体 数

従 前 か ら、 きゅ う り等 の ウ リ類 や 落 花 生 な どは 土壌 中の ド リン剤 な どの農 薬 を吸 収 し

や すい作 物 といわ れ て い るが、 今 回 の 検査 結 果 や これ らの 検査 デ ー タか らも 同様 な 傾 向

が うかが われ た。
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(エ)環 境 中 にお け る長期残 留 性農 薬 の動 態

散 布 した農 薬 は、 その 物 理化 学 的 性質 に基 づい て、 大 気相 、 水相 、 土 壌相 、生 物相

で分解 、 代 謝 され、 やが て 消失 す る。 また 、 土壌相 にお け る分 解 は、 主 に微 生物 に よ

る もの で あ る。

しか し、 今 回 調査 したPOPs等 は、 この よ うな、 環境 中で の様 々 な分 解 消失過 程

を経 て、 な お 現 在 に至 る まで、 圃場 の土 壌 中に長期 間 に わ た り残 存 して い るもの と思

われ る。

表-2に 参 考 と して、残 留性 等 につ い ての デー タ を示 した 。

表-2 POPs等 の土 壌 中で の95%消 失期 間及 び 当時 の推定概 算使 用量

(出 典)植 村振 作 ら:「 農薬 毒 性 の事 典」 三省 堂 、(1995)

(オ)内 分 泌 か く乱 作 用等新 た な指 摘 に対 す る対 応

食 品機 動 監視 第9班 が1978年 か ら実 施 して い る農 産 物 の残 留 農 薬 実 態調査 結 果

に よ る と、 調 査 開 始初 期 は 農 薬残 留基 準 を超 え る有機 塩 素 系農 薬 が検 出 され たが、 こ

こ数 年、 公 定 法 に よ る検 査 で は検 出 され て お らず、 食 品 衛 生 上の 問題 は指 摘 してい な

い 。

ところ が、1996年 にTheo Colbornら が著 書 「OUR STOLEN FUTURE(奪 わ

れ し未来)」 を世 に出 した の を契 機 にDDTな どの野 生 生物 へ の影 響例 等 が 紹 介され 、

内分 泌か く乱 化 学物 質 問題 へ の 国 際的 な 関心 が高 ま った。

我 が国 に お い て 、厚 生 省 は1998年4月 に 「内 分泌 か く乱 化 学物 質 の健 康 影 響 に関 す

る検 討 会 」 を発足 させ 、東 京都 は 同4月 に東 京 都環 境 会 議 で 検 討 を始 め 、環 境 庁 は、同

5月 「外 因性 内分 泌 撹 乱化 学 物 質 問題 へ の環 境 庁 の対 応 方 針 につい て(SPEED'

98)」 を ま とめ発 表 した。

これ らの 資料 に よ る と、 今 後 は 、 内分 泌 か く乱化 学 物 質 の 環境 中で の 難分 解性 や 食

物 連 鎖 に よ る高濃 度 な 蓄積 性 、 特 に 生殖 機 能 の 阻害 に よ る胎 児や 乳幼 児 へ の深 刻な 影

響 、 な どの指 摘 に留 意 し、 人 の 摂 取 量 の 把 握 な どの 調 査 ・研 究 を進 め る 必要 があ る

と して い る。

オ ま とめ(今 後 の調 査 の必要 性)

今 回の 調査 で、きゅ う り10検 体 中2検 体 か らヘ プ タク ロル エ ポキ サイ ドが75ppb

及 び デ ィル ドリンが8ppb検 出 され 、市 販 きゅ う り中のPOPs(残 留性 有 機 汚染物 質)

の残 存 及び そ の濃度 を確認 した。

従 来化 学 物 質 の 毒性 とい え ば発 がん 性 、 変 異原 性 な ど個 体 レベ ルへ の 影 響 が 問題視 さ

れ た 。 しか し、 調査 対 象 と したPOPs等 の化 学物 質 は、 同種 の化 学物 質 が 人や 野生 生
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物 の 微 妙 な メカニ ズ ム を つか さ ど る内分 泌 器官 の 正 常 な ホル モ ン作 用 に微 量 な濃 度 にお

い て 影 響 を与 え、 人 を は じめ とす る生 態 系 に世 代 を越 えた影 響 を も た らす 恐 れ が あ る。

しか し、 こう した 内分 泌か く乱 とい う観 点 か ら食 品 中の汚 染 調 査 を実施 した報 告 は、

極 め て 乏 しい状 況 で あ る。そ の た め、 人 に対 す る リス ク を評 価 す る際 に、 多 くの食 品 に

よるデ ータが求 め られ て い る。

また 、今 回検 出感 度 に つい て は 、分 析 方 法 を改 良 し極 力微 量 で 可 能 な限 度 と して、 検

出 限 界 を1ppbと して検 査 した 。検 査 サ イ ドにお け る検 出精 度 を向 上 させ るこ とは、

ガス ク ロ マ トグ ラフ ・質 量分析 計 に よ る当該物 質 の 確 認 工程 に相 当の 手間 と時 間 を要 す

る難 易度 の高 い分析 で あ る。 デ ィル ドリン を8ppb検 出 した こ とは 、既 存 レベ ル で は

「検 出 しない」 とな る とこ ろで あ り、 一 つ の成 果 で あ った と考 えて い る。 一 方、 や み く

もに検 出感 度 を上 げ る こ とは 、検 査 効 率、 検査 規模 の 縮 小、 費 用 対 効果 な どの点 で適 切

で は な い。 しか し、 内分 泌 か く乱 作 用 が どの程 度 まで 微 量 な レベ ル で影 響 が あ る か不 明

で あ る現 状 にお い て は、 対 象食 品 に対 応 した物 質 に絞 りな が らも、 極 力検 出感 度 を高 め

た検 査 を実施 す る必 要 が あ る。

今 後 は、 内分 泌 か く乱 化 学物 質 な ど微 量 有害 化 学 物 質 に 関わ る様 々な調 査 ・研 究 報 告

等 の情 報 収 集 に努 め な が ら、 そ の た め の必 要 な検 出 感 度 にお い て 、 よ り簡 易 で検 出感 度

の 高 い検 査 法の 開発 な どを検 討 しつつ 、 長 期的 な 展 望 に立 って 農 産 物 のほ か 、乳 肉水 産

食 品 な ども考慮 した各 種 市 販食 品 中 の微 量 有害 化 学 物 質 の調 査 を 実施 して いか な くて は

な らな い と考 えてい る。

な お 、次 年度 は 、検 出 が考 え られ る ウ リ科の か ぼ ち ゃ、 メ ロ ン を対象 に 、pp'-D

DDを 加 えた10項 目に つい て、 実施 す る予定 であ る。

(13)国 内産 野 菜 ・果実 の残 留 農薬 実態 調 査

ア 調 査 目的

平成11年3月 現 在 、厚 生 省 は約130の 農 産 物 に対 して161農 薬 の残 留 農 薬 基 準

を設 定 し施 行 してお り、平 成12年 ま で に約200農 薬 につ い て 基 準の 設定 を済 ませ る

予定 に あ る。

一 方 、農水 省 は、平 成8年 度 に 「有機 農 産物 等 に係 る青果 物等 特 別 表示 ガ イ ドラ イ ン」

を改 正 し 「有機農 産 物 」 及 び 無農 薬 、 減 農 薬農 産物 等 の 「特別 栽培 農 産物 」 を明 確 に 定

め た 「有機 農 産物 及 び 特 別栽 培 農 産 物 に係 る表 示 ガ イ ドライ ン」 を新 たに制 定 し、 そ の

普 及 を 図 って い る。

こ う した基 準改 定 の 動 きや 、有 機 農 産 物 等の 表 示 の適 正 化 が進 む なか で、 国内 産 野 菜

及 び果 実 の残留農 薬 実態 を把 握 す る必 要性 は増大 して い る。

残 留 農 薬 実態調 査 は、 昭和53年 度 か ら継 続 して 実施 して い る が、 平成10年 度 も9

年度 に引 き続 き(1)無 農 薬 栽培 等 の 名 称 をつ けず 一般 に 流通 して い る農 産物(以 下 「慣 行

栽 培 農 産 物」)、(2)い わ ゆ る無農 薬 栽 培 等 の農 産物(独 自の栽 培 基 準 の あ る農 産物 及 び 、

上記 表 示 ガイ ドラ イ ン に則 した表 示 の あ る農産 物 〔以 下 「無 農 薬 栽 培等 農 産物 」〕)に つ

いて残 留農 薬実態調 査 を実施 した。
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イ 調査 方 法

(ア)調 査 期 間:平 成10年5月 ～ 平成10年9月

(イ)調 査 対 象:多 摩地 区内 の スー パ ー3ケ 所 、デ パー ト1ケ 所 、 その他1ケ 所、 有機 農

産 物 専 門販 売店5ヶ 所

(ウ)調 査 品 目:慣 行 栽培農 産 物 … 表1の とお り15作 物47検 体 を検査 した。

無農 薬 栽培 等農 産 物 … 表3の とお り16作 物36検 体 を検 査 した。

なお、 食 品衛 生法 第7条 に基 づ く食 品、 添 加物 等 の規 格基 準 中、「果 実 、野菜 の 成

分 規格 格 の試 験 法 」 に基 づ く検 体(以 下 「可食 部」)は 、 ブ ドウ、ナ シ 、 リンゴ及 び

カキで は 「全 果 」 で あ り、 モ モ、 ス イ カ、 メ ロ ン及 び ミカ ンは 「果 肉」 で あ る。

(エ)検 査 農 薬:慣 行 栽培 農 産物 、無 農薬 栽 培 等農 産物 と もに以 下 の とお り80農 薬 を検

査 した。

有機塩 素系 農薬:総BHC,総DDT,デ イル ドリン,エ ン ドリン,カ プタ ホー ル

キ ャ プ タ ン,ジ コ ホ ール,イ プ ロ ジオ ン,キ ン トゼ ン,ク ロ ロタ ロニ ル

(TPN),エ ン ドスル フ ァ ンI,エ ン ドス ル フ ァ ンII,プ ロ シ ミ ドン,

ビ ンク ロゾ リン,ク ロロニ トロ フェ ン(CNP)

有 機 リ ン系農 薬:パ ラチ オ ン,パ ラ チオ ンメチ ル,カ ズ サ ホス,EPN,フ ェニ ト

ロチ オ ン,フ ェ ンチ オ ン,総 ク ロル フ ェ ン ビ ンホ ス,ジ ク ロル ボ ス,マ

ラ チ オ ン,チ オ メ トン,ク ロ ル ピ リホ ス,*ピ リ ミホ ス メチ ル,プ ロ チ

オ ホ ス,*ト ル ク ロホ ス メチ ル,イ ソフ ェ ンホス,ジ メ トエ ー ト,ダ イ

ア ジ ノ ン,フ ェ ン トエ ー ト,ホ サ ロ ン,ジ メ チル ビンホ ス(E,Z),ピ

ラ ク ロホ ス,ブ タ ミホ ス,ホ ス チ ア ゼー ト,メ チ ダチ オ ン,ジ ク ロ フ ェ

ンチ オ ン,イ ソキ サ チチ オ ン,エ チオ ン,エ チル チ オ メ トン,ク ロル ピ

リホ ス メ チル,ピ リダ フ ェ ンチ オ ン,*ホ ス メ ッ ト,シ オ ノ ホ ス,CY

P,EPBP,サ リチオ ン

含窒 素 系農薬:*ト リア ジ メノー ル,ビ テ ル タ ノー ル,ジ ク ロフル ア ニ ド,エ ス プ

ロ カ ル ブ,ブ レチ ラ クロー ル,メ フ ェナ セ ッ ト,メ プ ロニ ル,ミ ク ロ ブ

タ ニル,フ ル トナ リル,ペ ンデ ィメ タ リン,フ ェナ リモル,テ ブフ ェ ンピ

ラ ド,オ キサ ジア ゾ ン,*ト リア ジメ ホ ン

その 他農 薬:キ ノメチ オ ネ ー ト,フ ル シ トリネ ー ト(*は 平 成10年 度 に新 た に追

加 した農薬)

(オ)検 査機 関:都 立衛 生研 究所 生 活科学 部 食 品研 究科 農 薬分 析研 究室

(カ)検 査 法:食 品衛 生 法第7条 に基 づ く食 品 、添加 物 等 の規 格基 準(平 成8年9月2日 、

厚 生 省告 示第221号)中 「穀 類 、豆 類 、果 実 、野 菜、 種 実類 、 茶及 び ホ ップの成 分

規 格 の試験 法 」 に準 拠 した。(検 出限界0.01ppm)

ウ 調 査 結果

(ア)慣 行栽 培農 産 物

表1及 び 表2の とお り、 野菜 、 果実 合 わ せ て15作 物30品 目(47検 体)を 検査 した と

こ ろ、 全体 の59.6%に あ た る28検 体 か ら16種 類 の農 薬(の べ検 出数48農 薬)を 検
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出 した。農 薬の 検 出値 は表2の とお り0.01ppm～0.98ppmの 範 囲 にあ り、残 留 農薬 基

準 及 び登録 保留 基 準 を超 えた検 体 は なか っ た。 作 物 別の 残留 農 薬 検査 結果 は 以下 の

とお りで ある。

aモ モは 、山梨県 産 の 白鳳な ど9品 目を検 査 した と ころ、全果 と して は全て の 品 目か ら

有機 塩 素 系殺菌剤 イ プロ ジオ ン、 含 窒 素系殺 菌剤 ビテル タ ノール な ど8種 類 のべ18

農 薬 が検 出 され うち7品 目につ い ては果 肉 か らも5種 類9農 薬 が検 出 され た。

bブ ドウは、 山形 県産 のデ ラ ウ ェア、 山梨 県産 の 甲斐路 、 ロザ リオ 、 甲州 、 長野 県産

の 巨峰な ど6品 目を検 査 した と ころ、2品 目(産 地:山 形 県、 品種:デ ラ ウ ェア)か

ら、塩 素 系殺菌剤 イ プ ロジオ ンが検 出 され、 うち1検 体 か ら含窒 素 系殺 虫剤 テ ブ フ ェ

ンピラ ドが検出 さ れ た。

cナ シ、 リン ゴ、 ミカ ン及 び カ キ は過 去3年 間 検 査 実績 の ない 果 実 で あ る。 今 回 、

そ の傾 向 を調 査 す るた め に、 ナ シ は2品 目、 そ の 他 は 各1品 目 を検 査 した と ころ 、

全 果 にお い ては全 て の 検体 か ら農 薬 が検 出 され た 。特 にナ シは 、過 去3年 間 に野菜 、

果 実 いず れの 検体 か らも検 出 され て い ない有 機 塩 素 系 殺 菌剤 キ ャ プタ ンが2品 目(

全 果)か ら検 出 さ れ 、 リンゴ は全 果 か ら有機 リン 系殺 虫剤 ク ロル ピ リホス 、 同 ダ イ

ア ジノ ン、含 窒素 系 殺 虫剤テ ブ フ ェ ンピ ラ ドな ど複数 の殺 虫剤 が 検 出 された 。

dス イ カ2品 目、 メ ロ ン1品 目を検 査 した とこ ろ、 ス イ カ はい ず れ の検 体 か ら も農

薬 が検 出 され な か った が、 メロ ン(全 果)か らは 、 カー バ メ イ ト系 殺 虫剤 メ ソ ミル 、

イ プ ロジオ ン及 び 有機 塩素 系殺 菌剤 プロ シ ミ ドンが 検 出 され 、果 肉か らも メソ ミル 、

プ ロシ ミ ドンが検 出 され た。

e野 菜類(ピ ー マ ン、 トマ ト、 レタ ス 、 キ ャベ ツ 、 ホ ウ レ ン ソウ、 コマ ツ ナ、 シ ョ

ク ヨ ウギ)に つ い て は 、茨 城 県 産 の ピー マ ン1品 目か らイ プ ロ ジオ ン及 び有 機 塩 素

系 殺 菌剤 ビ ンク ロ ゾ リンが検 出 され た が 、そ の他 の 野菜6品 目か らはい ずれ も農 薬

は検 出 されな か った 。

(イ)農 薬 栽 培等農 産物

無 農薬 栽培 等農産 物 の栽培 方法 別検 査 結果 を表3に 示 した。

独 自の規 格 に基 づ く無農 薬栽培 等 の表 示 のあ る農 産 物 につ い て は、有機 栽 培4品 目、

無 農 薬 栽培12品 目、 低 農薬 栽 培3品 目及 び不 明2品 目、 計21品 目か ら農 薬 はい ず

れ も検 出 され な か っ た。 減農 薬 栽 培 の 表 示 のあ る トマ ト、 ピー マ ン各1品 目か らは カ

ー バ メ イ ト系殺 虫剤 メ ソ ミル、 ま た、 トマ ト、 キ ュ ウ リ各1品 目か ら有 機塩 素 系殺 虫

剤 プ ロ シ ミ ドンが検 出 され たが 登録 保留 基 準 を超 え るもの はな か った 。

「有 機農 産物 及 び特 別 栽 培農 産 物 に係 る表示 ガ イ ドライ ン」 に 則 した表 示 の あ る農

産 物 につ い ては 、「有機 農産 物 」 の 表示 の あ るモ ロヘ イヤ、 「転換 期 間 中有機 栽 培 農 産

物 」 の 表 示 のあ る トマ ト及 び 「減 農 薬 栽 培 農産 物 」 の 表 示の あ るチ ンゲ ンサ イ の3品

目を検査 したが、 いず れ も農薬 は検 出 され な か った 。

エ 考察 及 び ま とめ

(ア)慣 行 栽培 農産物

本 年度 は果 実 を 中心 と して多種 多様 な農 薬 が検 出 され てお り、果 実(可 食部)の 農 薬
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検 出率(60.9%)は 野 菜類 に比較 して高 い 傾 向 にあ った。 こ の こ とか ら、 今 後 は果 実 類

へ の検査 の 比 重 を高 め 、各作 物 ご とに さ らに詳 し く残留 の傾 向 を調 査 して い くこ とが 必

要 であ る。

一 方、 今 回検 出 され た16農 薬 の なか で 、食 品衛 生法 に基 づ き残 留農 薬 基 準 が設 定 さ

れ てい る農 薬 は9種 類の み で、 そ の他 の、 有機 塩 素 系の ク ロ ロタ ロニル(殺 菌)、 プ ロ

シ ミ ドン(殺 菌)ビ ンク ロゾ リン(殺 菌)、 有機 リン系の ピ リダ フェ ンチ オ ン(殺 虫)

お よび シ アノ ホス(殺 虫)カ ー バ メ イ ト系 の メ ソ ミル(殺 虫)、 チオ ジカ ル ブ(殺 虫)

の7農 薬(の べ 検 出数17)に つ い ては残 留農 薬基 準 は 設定 されて い なか った。 また、

キ ャ ブタ ン(殺 菌)は 残 留農 薬 基 準が 設定 済 の 農薬 に もかか わ らず 、今 回 検査 した ナ シ

につ いて は基 準 が 設定 されて い なか った 。特 に、 ク ロロ タロ ニル 、 プ ロシ ミ ドン及 び

メ ソ ミル は 、過去 の調 査 にお い て も検 出率 が 高 く、広 範 囲 な使 用 が予想 され るこ とか ら、

今 後 は こ う した 残 留実 態 、使 用 実 態 に的確 に対 応 した残留 農薬 基 準 の設 定 が強 く望 まれ

る。

(イ)無 農 薬栽培 等 農 産物

独 自の 栽培 規 格 に基 づ い た表 示 のあ る農 産 物 につ いて は、「減農 薬栽 培 」で全体 の30.7

%か ら農 薬 が検 出 さ れ たが、 「有 機 栽培 」 及 び 「無 農薬 栽 培」 の 表示 が あ る農産 物 か ら

はい ず れ も農 薬 が 検 出 さ れず 、 慣 行栽 培 農 産 物 と比較 して 明 らか に農薬 の検 出 率 に差

が 見 られ た。

また 、「表 示 ガ イ ドライ ン」 に基 づ き 「有 機 農 産 物」 、 「転換 期 間 中有 機 農 産物 」 及

び 「減農 薬 」 の 表 示 が あ る農 産 物 か らは い ず れ も農 薬 は 検 出 され ず 、表 示 の適 正化 と

い う観点 にお い て 良好 な結果 で あ ると言 え る。

(14)畜 水産 食 品 にお け る抗菌性 物 質の 残 留実態 調査

ア 調査 目的

近 年 、畜 水 産業 に お い て飼 育 時 に使 用 され る抗 菌性 物 質 の食 品 へ の残 留 が 問題 と な っ

て い る。都 内 で 流通 す る畜 水産 食 品 につ い て抗 菌 性 物 質 の残 留 実態 を調査 す るこ と を 目

的 と し養 殖 魚 、食 肉、 鶏 卵 、乳 製 品及 び畜 水 産 食 品加 工 品等 を対 象 品 目 と して調 査 を行

っ た。

イ 調 査 方法

(ア)調 査期 間 平成10年4月 ～平成11年3月

(イ)対 象品 目a養 殖魚 介類11魚 種54検 体

b食 肉15品 目121検 体

c加 工 品等7品 目414検 体 合 計589検 体

(ウ)対 象品 目の収 集 方 法、 検査 調査 対象施 設

家畜 の 飼育 過 程 で抗 菌性 物 質 が使 用 され る養殖 魚や 畜水 産食 品 を、 市場 ・ス ーパ ー

な どの 販売業 あ るい は食 品製造 業 等 にお い て 、収 去 また は買上 げ した。

(エ)調 査機 関

東京 都 立衛 生 研 究所 乳 肉衛 生研 究科:乳 研 究 室 ・食 肉 魚介細 菌研 究室 ・食 肉魚 介
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化 学研究 室

(オ)検 査方 法

抗菌性 物 質 は抗 生 物 質 と合成 抗 菌剤 に分 類 され る。抗 生物 質 とは 生物 に よっ てつ く

られ、 微生 物の 発 育 を 阻 止す る物 質の こ とで あ り、 抗 生物 質 と同一物 あ るい は その 誘

導 体で 化学 的 に合 成 さ れ た もの も含 む 。 合成 抗 菌剤 とは 生物 の 力 を借 りず 、化 学 的 に

合 成 され た抗 菌性 物 質 であ る。以 下 に、実 施 した検査 方 法 を示 す。

a抗 生 物質

簡 易検 査法1)及 び 分 別 推定 法2}に よ り検 査 した。 た だ し牛乳 ・加 工乳 等 につ い て

は簡 易検 査 法 の代 わ りにペ ーパ ー デ ィ ス ク法3)を 用 い た 。 陽性 を示 した もの につ い

ては物 質 の同 定、 定 量 を行 った 。ポ リエ ー テル 系抗 生 物 質(サ リノマ イ シ ン、モネ ン

シ ン、ラサ ロシ ド)に つ いて は、 高速 液 体 ク ロマ トグラ フ ィ ーを用 いて検 査 した。 ナ

チ ュ ラルチ ーズ の ナ タ マ イ シ ンの検 査 に つ い て は、IDF(国 際酪 農 連 盟)が 提 唱

す る方法 に 準拠 して 行 っ た。オ キ シテ トラサ イ ク リンに つ いて は 公定 法4)に 準 拠 し

た方法 で検査 した 。

b合 成抗 菌剤

い ずれ の項 目に つ いて も、一 斉分析 法5)あ るい はそれ に準 拠 した方 法 で検 査 した。

ウ 検査 結果及 び考 察

検 査 した589検 体 の うち 、養 殖 魚や チ ーズ な ど25検 体 か ら抗 菌 性物 質 が検 出 され た 。

検査 結果 一覧 を表-1に 、抗 菌性 物 質を検 出 した検 体 の 内訳 を表-2に 示 した。

(ア)養 殖魚 介類

6魚 種13検 体 か ら抗 菌性 物 質 が検 出 され 、 この うち韓 国 産 ヒラメ の筋 肉 よ り0.85

μg/gの オ キ シテ トラサ イ ク リンが検 出 され た 。 これ は魚 介類 の成 分 規 格(オ キ シテ

トラサイ ク リン を0.10ppm

を越 えて含 有 して は な らない)に 適 合 せ ず 、食 品衛 生法 第7条 違反 と して処 置 した。

筋 肉か らの 検 出数 は4検 体 で あ っ たが 、抗 菌性 物 質 が沈 着 ま たは蓄 積 しや す い 内臓 ・

え らか らの 検 出 は30検 体 中11検 体 に及 び 、抗 菌 性 物 質 が各 地 の 養殖 場 で 広範 に使 用 さ

れ てい る実 態 が推 察 され る。検 出物 質 の 内訳 を見 る と、 カ ンパ チ を除 く全 て の検 体 か

らTC系 抗 生 物 質 が検 出 さ れ、 オ キ シテ トラサ イ ク リンな どのTC系 抗 生物 質 が汎 用 され

てい る ことが分 か る。
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表-1検 査結果

○内数字は検出検体数 その他の数字は全検査検体数*ペ ーパーディスク法による

PC系抗生物質:ペ ニシ リン系抗生物質ML生 物質:マ クロライ ド系抗生物質

TC系抗生物質:テ トラサイクリン系抗生物質AG系 抗生物質:ア ミノグリコシド系抗生物質
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(イ)食 肉

国産 の豚 肉2検 体 と ブラ ジル産 の鶏 肉1検 体 か らTC系 抗 生 物 質 が検 出 され た。 こ

の3検 体 を含 む全 て の検 体 に つい て、食 品衛 生 法 に基 づ く処 置 を必要 とす る もの はな

か っ た。 昭和55年 度 か ら残 留実 態 調 査 を続 けて い るが、 正 肉 ・肝臓 と もに検 出 率 は減

少 傾 向にあ る。

(ウ)加 工 品等

生 ハ ム等の 食 肉製 品 、 ピ ータ ン等 の卵 加工 品、 シ ュ リンプペ ース ト等の 魚 介類 加 工

品 、この他 鰻 の蒲焼(輸 入 品)、 牛 乳 等、 鶏卵 、 は ちみ つ 、 チ ーズ につ い て検 査 を行 っ

た 。

輸 入 品の生 ハ ム ・鰻 の蒲焼 ・ナ チ ュラルチ ーズ か ら抗 菌性 物 質 が検 出 され た 。ナ チ

ュ ラルチ ーズか らは、 海外 で使 用 が許 可 され て い るナ タマ イ シ ンが検 出 され た 。ナ タ

マ イ シンを検出 したチ ーズ につ い て は食 品衛 生法 違 反 品 と して処 置 した。

表-2抗 菌 性物 質 を検 出 した食 品の 内訳

エ お わ りに

平 成10年 度 に は多剤 耐性 菌の 出 現 に絡 み話題 とな っ た抗 菌性 物 質 の ほ か、 内 分 泌撹 乱

化 学 物 質や ダ イオ キ シ ンとい っ た 問題 が 表 面化 し、 有 害化 学 物 質 に対 す る都 民 の 関心 が

一 気 に高 まっ た。抗 菌 性 物 質 の検 出率 は 年 々低 下 して お り、 検 出 して も違 反 に 至 らな い

場 合 が 多 いが 、 都民 の 詳 しい情 報 を得 たい とい う要 望 も強 い。 また 、残 留 実 態調 査 な ど

の 情 報 を提 供 す るこ とで 、 生産 ・販 売 業 者 に は 自主管 理 の意 識 が高 まる こ とが期 待 され

る。

法 制 面 で は、 平成8年 度 以降 相 次 い で 乳 や食 品 の成 分 規 格 が 改 正 され 、 現在11種 の 動

物 用 医 薬 品 につ い て残 留 基 準値 が 設 定 され てい る。今 後 もス ピ ラマ イ シ ン等新 たな 動 物

用 医 薬 品 につ い て順 次 残 留 基準 値 が 設 定 され る見 込 み で あ る。 引 き続 き残 留実 態 調 査 を

行 い 、結 果 や新 しい知 見 な どの情報 を 生産地 の衛 生部 局 に フ ィー ドバ ックす る とと もに、

生 産 者 や 輸入 業 者 に も積 極 的 に提 供 し、 正 しい知 識 の 普及 と食 品 の 安全 性確 保 に努 め る

こ とが 重要で あ る。
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